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　――――ドレスは優美さが大切だ。

　生地やデザインはもちろんのこと髪の毛や瞳の色との兼ね合い、腰のくびれ具合、バッスルの形やリボンの大きさ、プリーツの流れや裾の動きまで。細部にわたって着る人が持ち得る美との協演を促し、そして華やかさを演出しなければならない。

　アクセサリーや小物類も重要だ。髪型にも気を配り、皆が待つホールに足を踏み入れるその瞬間まで気を抜かない。それはユニスのこだわりでもあった。

「どう？　ユニス。綺麗になったかしら？」

「もう少しです。ドレープがちゃんと左右対称になっていなくて……あっ！　イングリット様、動かないでくださいね」

　薄水色の幾重にもドレープをきかせた絹のスカートの下に、白いスカートが伸びてまたその下に濃い水色のプリーツがついたスカートが。中にお尻の部分を盛り上げて見せるバッスルを着けているために、どうしてもスカートの部分は綺麗に見せたかった。ヒダひとつにもこだわりたい。

　もちろんそれはユニス自身の想いでもあるし、ユニスの主人であるイングリットの願いでもあった。現に彼女もジッとしてユニスが仕上げるまで待ってくれている。針と糸を使ってなるべく美しさを保つよう努めた。

　ようやく納得いく形に整えると、最後はイングリット自身にチェックを入れてもらうのがいつもの流れだ。彼女の審美の目は厳しく、ユニスもこのときばかりは緊張してしまう。この大事な局面、祈るような気持ちでイングリットの評価を待った。

「いつも通りね。いつも通り人前に出ても恥ずかしくないわ」

「ありがとうございます」

　イングリットは素直に褒めない。ユニスに対してだけというわけでもなく、彼女は誰に対しても公平に辛辣なのだ。けれども今の言葉が最上級の誉め言葉なのだと知っているユニスは、ホッと胸を撫で下ろしながら頭を下げた。

「イングリット様、そろそろお時間です」

「分かっているわよ。それよりクラリッサの方はどうなの？　ちゃんと準備できているの？　ダサい髪型してないでしょうね。嫌よ？　私の隣に並ぶのだから、ちゃんと綺麗に着飾っていてくれなきゃ」

　他の侍女に先を促されたが、イングリットの関心事は次に双子の妹のクラリッサに移り変わったようだ。話も聞かずにクラリッサの様子を周りに聞いていた。

「大丈夫ですよ、イングリット様。クラリッサ様にも腕のいい侍女が付いておりますから」

「そうかしら？　私が知る限りここまで完璧に仕上げてくれる人間はいないわよ。ねぇ？　ユニス？」

　そうイングリットに振られて、ユニスは否定も肯定もできずに曖昧に微笑むに留めた。それに関しての追及は特になかったので、同意が欲しかったわけではないようで安心する。

　ユニス自身、ドレスに関してはこの城の侍女の中では誰にも負けないという自負があった。それを買われてこの国の王女であるイングリットの侍女になったようなものだからだ。

　元々ユニスは片田舎のシャウレット地方の一部を領地とするキャトレイ子爵家の長女で、家には父亡き後爵位を継いだ兄と母、そして弟妹がいる。

　家族で力を合わせて領地の運営を何とかやってきたが、五年前の豪雨時に領地を縦断する川が氾濫し多くの家屋と人的被害が出た。今は専らその復興に尽力し、被害家屋の再建とより強固な堤防を作っている最中だ。

　ところがここで問題が一つ。復興作業をするにも圧倒的に資金難で、金策に苦しんだ。

　当時は隣国と戦争中であったこともあり国からの補助は出ず、復興資金のほとんどを領主であるユニスの家で賄わなければならなかった。結局借金を重ねて資金は捻出したものの、今度はその返済に追われてキャトレイ家は万年金欠状態となった。

　そのため伝手を頼り、王都に住まう伯爵家の侍女として働き初めたユニスは、いくらもしないうちに城へと招かれることになった。身だしなみや服飾センスにうるさいイングリットの侍女がなかなか見つからないと悩んでいた王妃に、伯爵夫人がユニスを紹介したのだ。どうやら伯爵夫人に求められるがままに服装に関しての助言をしたことや、服の扱いを心得ているのがよかったらしい。

　そのような経緯で今ではイングリットの侍女として働いており、実家へは予定していたよりも多めの仕送りができている。

　元々実家にいるころから服が大好きで、特にドレスには思い入れが強かった。やがて来る社交界デビューの日には、世界で一つ、ユニスだけの華やかなオーダーメイドドレスを着用することが夢だ。

　大まかなデザインだって既に決まっている。今流行りのバッスルスタイルでオフショルダー。色はストロベリーブロンドの髪色と合わせたら淡い色がいいとは思うがまだ決め兼ねている。プリーツやリボン、ロングトレーンも必要だ。一緒に飾り付きの帽子を作る予定さえも頭の中にある。

　だから実家の仕送りの他に、お給金の中からほんの少しだけドレス代としてコツコツと貯めていた。いつかその日が来ることを願って、願掛けに髪の毛も伸ばしている。

「それで？　ユニスがその格好ということは……」

「はい。今日もここで姫様のお帰りをお待ちしております」

「もう！　またなの？」

　イングリットはユニスの答えに不服そうに可愛らしい顔を歪める。

　イングリットの侍女として働き始めてからというもの、ユニスは裏方仕事に徹していた。イングリットの身支度の手伝いとドレスのメンテナンス、あとは他の侍女たちの手伝いなどをしている。

　イングリットは不満そうだが、ユニスは分不相応だと感じていたし、何より人前で彼女の側に侍ることができるほどに洗練されていて、且つお洒落なドレスを数多く用意できるほどの財力はどこにもない。周囲の侍女はユニスのそうした事情を理解し、仲間として尊重してくれている。大好きなドレスに携われる仕事であれば、華やかな表舞台に立てなくてもユニスは十分幸せだった。

「前から言ってるじゃない！　私のドレスを手直ししてパーティーに出ればいいじゃないって！」

「それでは何かと角が立ちます。お付きの侍女には公平に接してくださいませ。それにイングリット様のドレスは、イングリット様のためだけに作られたもの。おいそれと他の人間が着られるものではありません。大切にしてあげてください」

　優しく諭すように言ってもイングリットはしかめっ面を崩さなかった。だが、それ以上何も言わないということは、頭では納得はしているのだろう。彼女は我が儘なきらいはあるが、聡明でもある。

「いつかお金を貯めてドレスを作りましたら、そのときこそはご一緒させてくださいね」

　これはもうユニスの決まり文句になりつつあった。それと同時に密やかな決意表明でもある。

「別にいいけど？　でも、男性からドレスを贈られたときは断らないことね。『そのドレスを着た貴女を脱がしたい』っていうお熱い意味があるらしいから」

　さらりと大胆なことをいうイングリットを年嵩の侍女が諫めるが、他の者たちは『きゃ～！』と嬉しそうな恥ずかしそうな声を上げていた。かくいうユニスも顔を赤らめて俯き加減になる。なるほど、贈り物にも意味があるのか、覚えておこうと頷きながら。

　イングリットも年頃の十五歳。そういう男女の仲も勉強したし耳にも入ってきているのだろう。そろそろ結婚の話が出てきてもおかしくない。だが、おそらく彼女が耳年増になっている理由は他にあるのだろうけれど。

「そろそろ時間らしいから行くわね。留守をよろしく」

「はい。いってらっしゃいませ、イングリット様」

　ドレスの裾を翻し、巻いた赤毛を見送りながら、今日もいい仕事をしたとユニスは清々しい気持ちになった。きっと今日もイングリットはクラリッサと並んでパーティーの華となって皆の視線を集めるのだろう。

　それを直に見られないユニスは、裁縫道具や並べたアクセサリー類を手早く片付けながらもその姿を思い描いた。

　今日は王の在位二十周年を祝うパーティーだ。戦争中で華やかな催しは自粛傾向にあった昨年とは打って変わり、盛大に祝う予定だ。国中から貴族が集まり、戦争で戦い続けてきた騎士たちも今夜ばかりはその手に剣ではなくグラスを持つ。

　きっと彼の英雄も会場にいるのだろう。

　そう思うと、今日イングリットと一緒に行けないのを少し残念に思った。

　――――ディーングラード・アレス。彼は戦争の英雄だ。それと同時にユニスの憧れでもあった。

　ディーングラードは元々、国境付近のベルランド地方で、自警団の団長として傭兵や地元住民を取りまとめ、隣国からの攻撃を退いていた。

　そんな彼を一躍有名にしたのが、五年前に起きた隣国による二方向同時襲撃だ。南方から攻めてきた隣国の本隊と騎士団が対峙している最中、隣国の別動隊がベルランド地方に攻め入ってきた。敵の陽動作戦に揺れる騎士団は、部隊を二分するかベルランドを見捨てるかの究極の選択を迫られた。そんな窮地を救ったのが、ディーングラード率いる自警団だった。彼らは見事国境を防衛し、敵の別動隊を撃退したのだ。

　それを知った騎士団団長であるカーク・クウィンレッドが直々にディーングラードの元へと赴き、彼の功績を讃えると共に、騎士団への誘いをかけた。ディーングラードはベルランドに騎士団の一部隊を常駐させることを条件に入団。そののち、軍神がごとく戦場での活躍ぶりを見せた。

　それにより彼はベルランドの英雄だけではなく、アムフォレスト国の英雄になった。今日のパーティーでも彼の活躍ぶりを皆が称えるのだろう。

　ユニスがディーングラードを初めて見たのは、戦後に国を挙げて行った騎士団の凱旋だ。そのときもイングリットに付き添わずに街に出て用事を済ませていた最中だったが、馬上にいる彼の精悍さに一目で心を奪われてしまった。筋骨隆々とした体躯と、自信に満ち溢れた堂々たる様。かと思えば、子供のように歯を剥き出しにして無邪気に笑う。イングリットはその二面性に胸をときめかせ、頬を赤らめた。恋にも似た感情をディーングラードに抱き、そして憧れたのだ。

　ベルランドもユニスの故郷のシャウレットもいわゆる田舎だが、今やディーングラードは英雄。田舎から出て運よく王女の侍女になれども、自分と実家のことに精一杯で何も大義を果たせていないユニスとは大違いだ。そんな自分との境遇の差も憧れを抱く一因になっていたのかもしれない。

　ユニスは国を救う英雄にはなり得ない。けれども、せめて誰かの助けになれる存在になりたいと日々願っていた。

　あらかた片づけを終えて、戻ってきてすぐに湯浴みを所望するであろうイングリットのために入浴の準備も済ませ一息ついたところで、バタバタと忙しい足音がこちらにやってくるのが聞こえてくる。イングリットに何かあったのだろうか。出迎えようと扉に寄り、手を伸ばしかけたところで、廊下側から扉が開け放たれた。

「ユニス！　どこにいるの?!」

　少し興奮気味のイングリットが部屋を見渡しながらユニスを呼ぶ。どうやら開けた扉の影になっていてこちらの姿が見えないらしく、『どこに行ったの！』と声を荒らげる。

「こちらです……イングリット様」

　その鬼気迫る勢いに戸惑いながらも扉の裏から顔を出すと、イングリットは目を見開き大きな声で告げる。

「仕事よ！」

　そう唐突に告げられ、一体どこを……と一切の乱れもないイングリットに戸惑いの目を向けると、彼女は首を横に振る。

「私じゃないわ。彼よ」

　そう言ってイングリットは誰かの腕をグイっと引っ張るので、ユニスはその腕の持ち主の顔を見た。

「ディーングラード・アレス様……？」

　自分が見たものが俄に信じがたいが、けれども彼を間違えるわけがない。

　筋骨隆々の体躯にユニスの頭二つ分ほど高い背。浅黒い肌に銀色の髪の毛は遠くからでも目立ち、何より特徴的なのは前髪に入った黒いメッシュと左の眉の上から頬まで刻まれた傷だ。イングリットに強引に連れられてきたのだろうか、困ったように苦笑いしている顔もあの日見たままだった。

　憧れの人を目の前にほぅと感嘆の吐息を漏らしたのも束の間、ユニスはディーングラードの上着の肩部分が破けているのに気が付いた。

「お召し物の手直しですね。今すぐ準備をしますので座ってお待ちください」

　イングリットがユニスに何を求めているかを悟り、早急に自分の裁縫道具の入った籠を持ってくる。どういう経緯で彼がここに来ることになったのかは分からないが、自分が役に立てる日が来るだなんて、何て幸運に恵まれているのだろう。

　彼の元に向かう際、イングリットについていた侍女がこっそりやってきて耳打ちしてきた。

「彼、カーク様のご友人だから、イングリット様が張り切っていらして……」

　その言葉でようやくディーングラードがここに来た経緯を理解する。

　イングリットは絶対に認めないが、彼女は騎士団長のカークのことを憎からず思っているようだった。おそらく彼にいいところを見せるために彼の友人であるディーングラードを助けたのだろう。『私に任せなさい！』とカークに言ったに違いない。

　姫君の淡い恋心が成してくれた奇跡に感謝をしながら、カウチに座るディーングラードの前に傅き頭を下げた。

「イングリット様の侍女をしております、ユニス・キャトレイです。どうぞよろしくお願いいたします」

「こちらこそ、面倒をかけちまって悪いな。えっと……俺の名前は知っているようだから自己紹介は必要なさそうだな」

「ええ。誰もが知るこの国の英雄ですから。上着をお借りしても？」

　ニコリと微笑んで言うと、彼は少し照れ臭そうな顔をしながらゆっくりと上着を脱いだ。

「じゃあ、ユニス、しっかりと頼んだわよ！」

　またパーティーに戻らなくてはいけないイングリットはユニスに念を押しながら侍女を伴い部屋を出て行った。扉を開けたままにしたのは、彼女なりの配慮だろう。

　二人きりになったこの状況に緊張しながらも、受け取った黒い上着をじっくりと検分してどの程度の破れかを見る。どうやら肩の縫い目の糸が切れて解れてしまったようだ。

「酔っ払いに絡まれちまってよ。人が集まって面倒なことになりそうだったから適当に宥めてその場を立ち去ろうとしたら、袖の部分を思いっきり引っ張られてな。そんでそんな感じに……」

「まぁ……それは災難でしたね」

　パーティーには往々にして酔っ払いはつきものだが、ディーングラードは運悪く面倒な絡まれ方をしたようだ。被害が上着ひとつで済んでよかったと言っていいのか、ユニスには分からなかった。何せこの上着は手作りだ。

「この上着、手縫いで丁寧に作られたものですね。この銀の刺繍も手ずから入れているようですし」

　既製品であれば機械刺繍がほとんどだ。ところどころ形が歪で縫い目ひとつひとつに手縫いならでは味がある。きっと、誰かが彼のためだけに作った一点ものなのだろう。

「見るだけで分かるんだから、さすが姫さんが任せろって言うだけあるな。それ、俺の一張羅で、ベルランドからこっちに来るときに貰ったもんでな。その刺繍も町の皆が俺の無事を願って一針一針入れてくれたものなんだ。だから、どうにか綺麗に直んねぇかなってカークと話してたら、姫さんがここに連れてきてくれたんだ」

　予想通りこの上着は彼のかけがえのないものだった。故郷の思いがたくさん詰まっている、何にも代えがたい大切なもの。だから、上着の話をしているときのディーングラードの顔は柔らかく温かい。

「どうだ？　直せそうか？」

　心配そうに聞いてくるその様子からも、彼のその思いが伝わってくるようだった。

「大丈夫ですよ、アレス様。糸が解れただけで布自体は無事ですので綺麗に直せますよ」

「そうか！　よかった！　このままベルランドの皆に顔向けできなくなるところだったぜ」

　安堵した様子で破顔する彼につられてユニスも微笑む。俄然、彼の満足がいくような仕上げにしなければと気合いも入った。さっそく解れたところの糸を取る作業から入る。

「もし会場に戻られるならどうぞお戻りください。終わるまでには仕上げておきますよ？」

「いや、あんたがよければここで仕上がるのを待っててもいいか？　俺はああいう堅苦しい場は苦手だし、酔っ払いの処理もカークに任せてきたから特に戻る必要もねぇしな。……あぁ、もしかして見られてると気が散るか？」

　首を横に振った。少し緊張するが、それでも一秒でも多く一緒にいられるのは嬉しい。

　ユニスが手際よく作業をしている間、ディーングラードは邪魔にならない程度に話しかけてきてくれた。

　故郷のこと、騎士団のこと。ユニスも地方出身だと伝えると、『仲間だな』と嬉しそうに言ってくれた。そして、今回絡んできた酔っ払いがディーングラードを田舎者だと揶揄し、そんな田舎者が英雄と言われることが気に入らなくて突っかかってきたことも。

　彼が英雄と崇められる一方で、田舎の粗野な武骨者と言われているのは知っていた。こと王都出身の貴族や騎士は彼を妬んで馬鹿にする。

　だが、ディーングラードは気にしていないと言う。

「俺が田舎者なのは変えようがないしな。今さらそれで馬鹿にされようがどうでもいいし、相手にしなければいいことだ。今回は、一張羅を破かれちまったから頭に血が上って思わず殴っちまったけど。まぁ、おあいこだよな」

　そうけろっとした顔で言ってのける彼は、寛容でしっかりと芯のある人間のようだった。

　今の今まで遠くから見つめるだけの遠い存在だった彼は、実際に話してみると気さくで豪胆で、ぶっきらぼうな口調ながらも言葉は優しくて。まるで身近な人のように錯覚してしまうほどに、彼との時間は楽しかった。

　この時間を終わらせたくないというのは自分の我が儘だと分かっている。一針縫う速度が遅いのも丁寧に作業をしているからだと言い訳をして、彼との時間を引き延ばそうともしている。それほどまでにこの時間が尊くて。きっと二度とないと思うと惜しくて仕方がない。

　だから、最後に糸切鋏で糸をパチンと切ってしまうのは、ディーングラードとの時間を切ってしまうようで辛かったが、寂しさを飲み込んで最後の処理をした。

「はい。これでおしまいです。どうでしょうか？　こんな感じの仕上がりで」

「おお！　とてもいい感じだ！　破れたなんて全然分かんなくなるもんだな。ありがとな！」

　ディーングラードは仕上がりに随分と満足してくれたようで、子供のように目を輝かせながら綺麗になった上着を手に取る。ユニスはその様子を微笑ましく見ていると、ふと汚れがあるのを見つけた。もう一度上着を貸してもらい、何で汚れたかを目と鼻で確認をする。

「……これはワインみたいですね。ほのかに香りがするので、おそらく今日ついた汚れかと」

「あの酔っ払い野郎だ。手にワイングラスを持ちながら殴りかかって来たから、避けた拍子にかかってたのかもな……」

　さっきとは打って変わってまたしょんぼりとした顔をするディーングラードに同情しながらも、どうにかしなければとユニスも焦る。ワインのせいでせっかくの銀糸の刺繍が途中から色を変えてしまっていて台無しだ。

　差し出がましいとは思ったが、ユニスは意を決して申し出た。

「もしよろしければ私の方で処置をさせていただけませんか？　本当は専門店に行って落としてもらった方がいいのでしょうけれど、ワインの染みは時間が経つほど取りにくくなりますから」

「むしろお願いしてもいいのか？　あんたの手間にならなきゃいいけど」

「いえ、手間など気になさらないでください。乗り掛かった舟ですし、私も……アレス様のお役に立てれば……幸いです」

　さすがに最後の言葉は照れくさくて声が小さくなってしまったけれど、彼は茶化すことなく『ありがとう』とさえ言ってくれた。舞い上がる気持ちが抑えきれずに笑みとなって零れる。どんな理由であれ、またディーングラードに関われるのが嬉しい。

「でもさすがにもう会場にお戻りください。いつまでも姿をくらませていたら心配されてしまいます。上着は綺麗にして後日お届けに行きますから。ね？」

「そうだなぁ……面倒だけどいつまでも姿見せねぇとカークが探しに来るかもしれねぇし。悪いな。世話になっちまって。俺も、そいつも、……助かるよ」

　最後の最後までお礼を言いながら去っていく彼の大きな背中を見送りながら、ユニスはひたすらにこの幸運を噛み締めた。どさくさに紛れて次に会う約束をしてしまった自分の大胆さにドキドキしながら。

　だがすぐに上着の汚れを早急に落とさなければならないことを思い出し、足早に厨房へと向かう。ワインの染みには塩だ。早ければ早いほど効果が出るので、ユニスは懸命に廊下を足早に歩いて行った。




「それで？　ちゃんと直してあげたの？　彼の上着」

「はい。そこはしっかりと。あとワインの染みがついていたので、そちらも落として後でお渡しすることに」

「そう。よくやったわね。これでカーク……い、いえ！　アレスも喜ぶわね！」

　一瞬本音がポロリと出たイングリットを微笑ましく思いながら、あえてそこは突っ込まずに『そうですね』と言うだけに止めた。イングリットはカークの役に立てたことがとても嬉しかったらしく、気持ちが高揚気味だ。ユニスもその気持ちがとてもよく分かる。

「パーティーはいかがでした？　楽しく過ごせましたか？」

　疲れ切った顔でパーティーから帰ってきたイングリットのドレスを脱がせ、結い上げていた髪の毛を下ろしながら感想を聞くと、彼女は鏡の中で顔を顰めた。

「別に？　楽しいとかは特にないわね。クラリッサは楽しそうにしてたけど。あぁ、そうそう。隣国の王子も来ていたわ。『和平の証明』ってやつね。…………多分あの人が私かクラリッサの夫になるのだろうけれど」

　平静を保ってはいるが、それでも一瞬その顔が曇ったのを見逃さなかった。頭で理解はできても心が追い付かないのだろう。

　隣国との和平の証しに両国で婚姻を結び、恒久の平和を誓う。それが戦争終結時に交わされた条約だった。イングリットとクラリッサの弟が王太子なので、必然的に二人のどちらかが隣国に嫁ぐことになる。それを静かに受け入れているように見えたイングリットだったが、実際夫になる人を見て思うことがあったのかもしれない。

　たとえばカークのこととか。

「ちょっと！　何で貴女がそんな顔をするのよ！　あの人と結婚するのは私よ！　ちゃんと覚悟はしてるんだから、ユニスは余計な心配をしないで！」

「申し訳ありません、イングリット様」

　勇ましい幼き姫。自分の使命に向き合う様はひたむきで、いじらしい。カークへの恋心も報われることはないかもしれないが、できれば何かしらの形で昇華できればと願う。

「私より今は貴女の話よ。後で渡すってことは、もう一度アレスと会うのね。よかったわねぇ、ユニス。またアレスと会えるじゃない」

「い、いえ！　それは不可抗力と申しますか、成り行きといいますか！　別に会いたいからそうしたわけでは……！」

　ない、とははっきりとは言えなかった。それを期待していなかったとは嘘でも言えない。顔を赤らめて俯くと、イングリットが『ごちそうさま』だなんて言うものだからますます居た堪れなくなった。




　それから二日後、ユニスは染み抜きをして綺麗に乾かしたディーングラードの上着を持って騎士団の訓練場へと赴いた。内心、こんなところで渡されても迷惑だろうかとも思ったが、他に彼がいそうな場所は思い当たらない。

　ところが意を決してやってきたユニスの緊張感とは逆に、ディーングラードは拍子抜けしてしまいそうなほどに気さくにユニスを迎え入れてくれた。

「わざわざありがとうな。ここまで持ってきてもらっちまって。こっちから取りに行こうと思ってたんだが、ちょっと遅かったな」

　目の前に立ち屈託なく笑う彼を見上げながら思わず見蕩れてしまう。先日の髪の毛を後ろに撫で上げ着飾ったディーングラードではなく、太陽の下の自然体の彼もまた魅力的だった。陽の光で銀の髪がキラキラと光り輝き、少し若く見えるような気がする。

「お気になさらずに。ちょうど私の方で時間がありましたから。むしろこんなところまで押しかけてしまってアレス様のご迷惑にならないかと心配で」

「心配なんて一切必要ねぇよ。野郎どもがむさ苦しく武器振ってて汗臭ぇが、それでもよければ大歓迎だよ」

　ユニスの遠慮を笑い飛ばすかのような言葉に安堵する。よかったと肩の力を抜いたところで、目的を思い出して布に包んだ上着をディーングラードに手渡す。

「ワインの汚れは綺麗に落ちたと思います。あと、余計なお世話かと思いましたが、裾の擦り切れた部分の修復と、刺繍の解れかかっている部分も手直しさせていただきました」

「かなり手をかけてくれたんだな。悪いな。大変だっただろ」

「いえ。好きなことですから」

「そうか。ありがとな」

　上着をくまなく眺め、ディーングラードは感動の声を漏らす。彼の『ありがとう』という言葉が驚くほどにこの心に染み渡った。

「ハンっ！　いい身分だねぇ！　英雄様はよぉ！　こんなところで女引っかけるとは、田舎者は見境ないのか?!」

　ところが突然二人の空気を壊すように、少し離れたところから一人の騎士がディーングラードに向けて侮蔑的な言葉を浴びせかけてくる。直接的な悪意にゾクリとしてユニスはたじろいだが、ディーングラードは臆するどころかニヤリと挑発的に笑った。

「おお！　お前がこの間酔っ払って俺の上着を破ってワインひっかけてくれたおかげだよ！　こんないい縁をくれてありがとな！」

「う、うるせぇ！」

　驚いたことに顔を真っ赤にして憤慨したのは相手の方だった。しかもディーングラードにこれ以上突っかかるつもりもないらしく、そそくさとどっかへ行ってしまう。

ユニスは戸惑いを込めて『いいのですか？』と聞くと、彼は首を縦に振った。

「戦地で共に命を賭けた仲間だからな。あいつもあれでこの間のことはやり過ぎたって反省してんだよ。でも俺を見つければ何かしら文句を言わねぇと気が済まない。難儀な性格だよな」

　ククク、と楽しそうに笑う彼からは、仲間としての信頼が見えた。表向きどうであれ、心の底から憎み合う相手ではないのだろう。

「素敵ですね」

　――――そんな風に笑って言える貴方が。

　ユニスも釣られて微笑むと、ディーングラードは照れ臭そうにしていた。可愛らしいところもあるのだと微笑ましく思う。

　正午を告げる鐘が鳴り、ふと二人で顔を見合わせる。ユニスはこのままお昼休憩に入るがディーングラードはどうなのだろう。昼食を取らなければいけないのはお互いさまで、けれども離れがたくて別れを切り出せない。ディーングラードを尋ねるついでにどこかで食べようと持ってきたバゲットサンドを入れた籠をギュッと握りながら、誘おうか止めておくべきかを逡巡した。何せ男性への食事の誘いなど初めてなので、いい言葉が浮かばない。

「なぁ、ユニスもこれから昼飯か？」

「は、はい！」

　聞こうと思っていた言葉を先に言われて慌てながら返事をすると、ディーングラードが嬉しいことを言ってくれた。

「じゃあ、お昼一緒に食べようぜ。俺もこれから昼休憩なんだ」

「…………！　は、はい！　あ、あの、もしよろしければ、これを一緒に……！」

　ありがたい心遣いに気持ちが一気に膨れ上がり、ユニスは声を上擦らせながら籠をディーングラードの目の前に差し出す。

「会うたびに至れり尽くせりで悪いな」

　彼は申し訳なさそうにしながらも、それでも『ありがとう。いただくよ』と頷く姿に、心が惹かれていくのを止められなかった。

　二人で裏庭に出てベンチに腰掛けると、さっそく籠からバゲットサンドを取り出しておずおずと彼に差し出す。それを受け取り大きな口で頬張ったディーングラードは、まるで子供のような屈託のない笑顔を浮かべて喜んでくれた。　　　　　　 

「美味いな。裁縫だけじゃなくて料理もできるのか。多彩だな」

　ディーングラードは褒め上手だ。それに自分の感情を素直に顔に出す人間でもあるらしい。

「褒め過ぎですよ。身の回りのことを自分でできるようになっただけです。うちは貴族とはいえ貧乏ですから……」

「そう自分を卑下するなよ。必要に駆られてもやらない奴はやらない。でもユニスは現状を見極めて自分のできることをやってここまでできるようになったんだ。だろ？」

「…………はい」

　胸の奥から熱いものが込み上げて、なかなか言葉を出すのが難しかった。

　――――そうか。誇っていいんだ。

　朝と夜は城の食堂で食べられるが、お昼はどうしても食事を取れるタイミングがまちまちなのでお弁当を用意することが多い。だが、どこか後ろめたさや恥ずかしさがあって今日も一人外に出て食べようとしていた。

　他の侍女より目立たないようにと、一歩引いたところに立つ自分はいつも自信がなくて。でもそれは仕方ないことなのだと言い聞かせていたけれど、見方を変えれば何も恥じることはないのだと教えてくれたディーングラードの優しさに涙が零れそうになった。

「まぁ、この城にいたらいろいろ考えちまうが、芸は多い方がいいんじゃねぇの？　だから姫さんもいの一番にユニスを頼ったんだろ？　俺も孤児だが、逆に俺なんか剣以外何もできねぇよ。雑音はうるせぇが、所詮雑音。いらねぇ音に左右されて自分を貶める必要は何ひとつねぇって俺は思ってる」

　だからこの人は強いのだ。まっすぐに凛として立ち、どの場所でも堂々としている。ユニスにはない自信や強かさを持っているから、こんなにも心が揺さぶられるのだ。

「ありがとうございます。……アレス様はお優しいです。それに励ますのがお上手なので、嬉しくなってしまいます」

「そ、そうか？　俺は見ての通り粗忽もんだから、女性の気持ちとかはよく分かんねぇし、カークにも『お前はもっと女性の気持ちを知るべきだ』って怒られてるけどな。まぁ、あんたがそう思うなら、俺も嬉しいよ」

　一緒にいる時間はあっという間に過ぎていってしまう。一人でお昼休憩を過ごすときは退屈なほどに長く感じてしまうのに。

　ディーングラードは不思議だ。言葉ひとつ、仕草ひとつでユニスをこんなにも多幸感で包み込んでくれるのだから。彼のすべてを知りたい、自分のことを知ってほしいという思いで、ユニスは懸命に話した。ディーングラードも聞き上手なのでついついいらぬことも話してしまった。誰にも話したことのない夢のドレスの話だ。

　だが、それですらも彼は飽きずに聞いてくれた。応援するとさえ言ってくれたのだ。

「夢を持つのは大事だよな。俺は戦争を終わらせて故郷を守ることが夢だったけど、もう叶っちまったからなぁ。次は何を目標にするか模索中だ」

「生きる目標みたいなものですよね。苦境の中の光とでもいいましょうか」

「あぁ、たしかに。活力だな、活力。…………できれば俺も次は自分のための夢を見つけてぇな。ユニスみたいに」

　ディーングラードならきっと見つけられる。そう確信してユニスは大きく頷いた。いつか二人で夢を叶えようと誓い合って。

　そうこうしているうちにお昼の時間は終わりを迎え、またディーングラードとお別れをしなければならない。今度こそもう会う約束もなく別れると思うと切なかった。また今回のように何かしらの理由があればいいのにと願えども、それはあまりにも欲張りだと自分を戒めた。

「なぁ、もしまたよかったら会わねぇか？」

「…………え？」

　まさかの誘いに心臓が飛び跳ねて、嬉しさで目の前が俄に潤み始める。かぁっと顔が熱くなり、首を懸命に縦に振り続けた。

「できれば一張羅と今日のお昼のお礼をしてぇんだ」

「そんな！　お礼だなんて……あの……お気を使われなくても……」

「俺がお前にしたいんだよ。――――ユニスとはこれからも仲良くしていきたい……っていう、まぁ……俺の下心もあったりする」

　ディーングラードの頬もほんのり赤くなっているのを見て、ユニスはもう言葉が出てこないほどに歓喜に溢れていた。彼もそう思ってくれる、同じ気持ちでいてくれて嬉しい。

「ありがとうございます！　アレス様！」

「こっちこそ。あと、『アレス』じゃなくて『ディーングラード』って呼んでくれよ。『アレス』って苗字は最近もらったもので慣れないし、それに仲のいい奴には名前で呼んで欲しいんだ」

　会うたびに近くなっていく二人の距離。

「ありがとうございます、――――ディーングラード様」

　今は去り行く彼に届かない小さな声でしか名前を呼べない臆病者だけれど、次に会ったときはきっと届く声で。そっと心に決める。




「どういうことなのよ！」

　仕事に戻ると部屋の中からイングリットの怒りの声が聞こえてきた。慌てて部屋に入ると、彼女は侍女の一人に食って掛かっていた。ただごとではないと仲裁に入ると、イングリットは怒りながらも泣くのを堪えるように顔を歪めていた。

「どうされたんですか？　イングリット様」

　とりあえず彼女を落ち着かせるために話を聞こうとすると、釣り上がった猫目が鋭くユニスを睨み付ける。

「どうもこうもないわ！　彼女がふざけたことを言うから！」

　彼女、と指された侍女を振り返ると、困ったような顔をして事情を説明してくれた。

「先ほどクラリッサ様付きの侍女に聞いたのだけれど、どうやらクラリッサ様が隣国に嫁ぐことが決まったらしくて。それをお伝えしたら……」

　このような怒り心頭状態になったらしい。

　なるほどと納得しながらも、ユニスもその話に内心動揺していた。

　ユニスもそしてイングリットも、それどころかこの城にいる人間すべてが、隣国に嫁ぐのは姉のイングリットの方だと思っていた。双子とはいえ、それが順当というものだからだ。

　ところがいつの間にかクラリッサが嫁ぐ話になり、それをイングリットが知らされていなかった。彼女が動揺し怒りを露わにするのも致し方なかった。

「イングリット様、まずは落ち着きましょう。そしてクラリッサ様に直接お話を聞いてみましょう。侍女の方がそう言っていたのであれば、クラリッサ様も知っているでしょうし」

　侍女と二人でイングリットを宥めると、彼女も頭が冷えたのか小さく頷いて『今からクラリッサに会いに行くわ』と言ってくれたので、ユニスもそれについて行った。

　ところがこれが、冷静になるどころかイングリットの怒りの炎に油を注ぎ、さらに事態を拗らせる結果となる。

「――――ええ、そうよ。私が自ら望んだの」

「どうしてそんな馬鹿なこと！」

　イングリットが烈火のごとく問い詰める中、クラリッサは静かに肯定した。もう覚悟を決めているかのような穏やかな顔をした彼女は、イングリットの怒りなどものともしない。

「馬鹿なことなんかじゃないわ。私がそうしたいと思ったからお父様に申し出ただけよ」

「だから何でそう思ったか聞いているの！　私だってちゃんと覚悟はあった！　それとも私にはその意気地がないとでも思っているの?!」

「そんなこと思ったこともないわよ。イングリットは昔から勇敢で清廉で……。私の自慢の姉よ」

「ならどうして！　私に任せておけば……！」

　イングリットとクラリッサは双子でその容姿はそっくりとはいえ、性格は正反対だ。活発で目立つことが好きで我が儘気質なイングリット、そして静かで引っ込み思案で穏やかなクラリッサ。二人を太陽と月のようだと比喩する人もいる。

　けれども互いが互いに大好きで大事に思い合っていて、イングリットも口ではきついことを言うが彼女を思っての言葉がほとんどだ。だから今回も、自分の与り知らぬところで話が進んでいて焦ってしまっているのだろう。クラリッサが意にそぐわぬ結婚をしようとしていると。

　だが、クラリッサは首を頑なに横に振った。

「でもイングリットには想う人がいるじゃない。カークのこと、好きなのでしょう？」

「…………すっ！　好きじゃないわよ！　あんなおじさんのこと！」

「嘘はダメよ、イングリット。昔からずっと好きなの知っているんだから」

　イングリットは図星を指されて狼狽する。彼女がカークを好いているのは暗黙の事実だが、誰しもが直接それを指摘はしない。イングリットが怒りながらむきになって否定すると知っているからだ。

　それを重々承知の上でクラリッサが言ったということは、紛れもなく今回結婚を了承した理由のひとつなのだろう。イングリットの幸せを思ってなのだと。

「うるさいわね！　だから何よ！　そんなことのためにクラリッサが嫁ぐなんて馬鹿なことさせるわけにはいかないわよ！」

「馬鹿なことじゃないわ。大事なことよ。イングリットにとっても、私にとっても。…………それに私にも私の理由があるの」

「何よ！　その理由って！」

「…………」

　頑なであるのに理由は言わず沈黙するクラリッサに、イングリットは怒りを募らせている様子だ。両者の侍女たちが二人を取りなそうとするも、二人は耳を傾けない。ユニスもハラハラとしながらことを見守っていたが、とうとうイングリットが爆発した。

「何よ！　結局他にちゃんとした理由がないんじゃない！　だったら私は認めないわよ！　お父様が何と言おうと相手が文句を言ってきても！　私だけはぜーったいに認めないから！」

「イングリット様！」

　部屋を出て行くイングリットをユニスも追いかける。その際、クラリッサに退出の礼を取ろうと慌てて振り返ると、彼女は酷く苦しそうな物悲しそうな顔をして俯いていた。

　普段あまり喧嘩をしない仲睦まじい二人が喧嘩をし、物別れをした。その不測の事態に上手く対処できずに、イングリットは荒れに荒れる。

　彼女自ら王に進言し王妃に相談したりもしたが、結局クラリッサの意志が固いことと、その決定が国にとって不都合は何もないことから覆らなかった。それがますますイングリットを追い詰める。結局不貞腐れて部屋に引き篭もってしまったイングリットは、クラリッサが何度部屋を訪ねてきても部屋に入れようともしなかった。

　膠着状態が続いて数日。イングリットの気持ちが落ち込むほどに周りの焦燥感が募り、ユニスも気持ちが沈み込んでいった。二人が心配で何とかしなければと思うものの解決策を見出せず無為に過ごすのが悔しい。

　そんな中、裏庭の一角で昼食を取っていたユニスに声をかけてきた人物が一人。ディーングラードだ。

「どうした？　何か元気なさそうだな」

　ユニスの顔を見るなりそう言って、下から覗き込んできた。顔の近さに驚いて赤面しながら退いたが、そんなこちらの動揺にも気づかずに彼はひたすら心配そうに様子を窺っていた。

「い、いえ……少し疲れてしまっているようで……」

　今日の格好に変なところはないか密かにチェックをしながら、佇まいを直し前髪をササっと手で直す。

「そうか……。じゃあ、あんまり無理しねぇ方がいいかな」

　顎を撫でながら思案顔をするディーングラードに首を傾げると、彼は少し言いづらそうにしながらも答えてくれた。

「お礼。この間言っていたやつ。随分と悩んでカークにも相談したけど、結局ユニスが何を喜ぶか分からなかった。だから近々予定が合えば、一緒に飯食べに行くついでに買えたらって思ってよ」

「それって……」

　まるでデートみたいです。そう口を突いて出そうになって慌てて噤んだ。

　ディーングラードにそのつもりはないのに、デートだなんて言ったら嫌な思いをさせてしまうかもしれない。二人で出かけること自体が流れてしまっては大変なので、顔を取り繕い別の言葉を用意した。

「…………いい考えですね！　ディ、ディーングラード様はいつお休みですか？」

　ついでにここ数日彼に会ったら自然に名前を呼べるようにと練習した成果を披露してみた。最初緊張のあまり噛みそうになったが、なかなかの出来だと喜んだ。心なしかディーングラードも名前を呼ばれて嬉しそうだ。

「俺はいつでも休みぶんどれるぜ。何せ戦争中は休みなしで戦っていたからな。逆にカークが休め休めってうるさいくらいだ。お前に合わせるよ」

「ありがとうございます！」

　そんな貴重な休みをわざわざユニスに合わせてくれるなんて、何て優しい人。ユニスは感動しながら次の休みを思い返した。

「あ……！　ちょうど明日お休みです！　明日はいかがです？」

「俺は別にいいが……大丈夫か？　疲れてるんだろ？　明日は休んだ方がいいんじゃないのか？」

「いえ！　大丈夫です！　それにせっかくの機会ですから、私もお買い物を楽しみます！」

　できればイングリットの元気が出るものを買ってきてもあげたい。少しでも気を紛らわせられればと願う。それに、彼女がこんな大変なときにディーングラードと出かけるなど浮き足立ってしまって、申し訳ないという気持ちからの罪滅ぼしの意味もあった。

「じゃあ、明日行くか」

「はい！　よろしくお願いします！」

（ディーングラード様と二人でお出かけ！）

　どれだけ冷静に努めようともこの高揚感は止められない。こんなに嬉しくて、子供のように飛び跳ねたくなる。

「あぁ、そうだ。毎度毎度で申し訳ねぇんだけど、また頼みごとがあるんだ」

「何でしょう？」

　ディーングラードの頼みごとなら何だって大歓迎だ。また洋服の手直しだろうか？　それとも他の用事だろうか。彼と接点を持てるのであれば何だって大歓迎だった。

　――――ところが。

「実はドレスをせがまれちまってな。ベルランドにはそういう王都みたいにおしゃれな店もねぇから、買ってくれってうるさくて。俺はそういうのにとんと疎いから、できれば一緒に選んで欲しいんだ」

「…………ドレス…………ですか？　じょ、女性にですよね？」

　ドレスというからにはそうなのだろうが聞かずにはいられなかった。まさかそんな頼みごととは思わず、舞い上がっていた気持ちが一気に落ちていく。

　女性への贈り物を一緒に選んで欲しいだなんて、――――何て残酷な。

　衝撃のあまりこみ上げてきそうな涙を呑み、顔の下に傷ついた心をひた隠した。

「あぁ。ベルランドの孤児院で一緒だったメルにな。手紙が来るたびに言われるもんだからさすがに贈ってやらねぇと怒られそうだ」

　泣くわけにはいかない。哀しい顔をするわけにはいかない。だってディーングラードはユニスの胸の内を知らない。

――――ディーングラードを好きだなんて知らないのだから。

　きっと彼は女性のことを聞ける頼れる知り合いと思って言ってきているのだ。だから、この身勝手な落胆を悟られたくはなかった。

「…………それは早急に見繕わなければいけませんね。ぜひお手伝いさせてください」

「助かるよ。ありがとう」

　その眩いほどの笑顔は『メル』のため。そう思うとはっきりと彼の口からメルとの関係を聞くのは怖かった。恋人だと言われてしまえばそこで失恋が確定してしまう。

　けれどもドレスを贈るほどの仲なのだ、きっと深い関係なのだろう。今は王都とベルランドと遠く離れているが、手紙のやり取りなどで育んでいっているようだし、ディーングラードも三十路で結婚を意識してもおかしくはない年だ。むしろ遅いくらいだろう。今現在も恋人同士なのであれば、その可能性は高い。

　グルグルとユニスの頭の中に、見たことのない『メル』がディーングラードと微笑み合う姿が思い浮かぶ。気丈に振る舞っては見せるが、どこまでこの空元気を保っていられるか。

（…………きっと罰ね）

　こんなときに浮かれていたからだと自分を戒める。叶わぬ恋などにうつつを抜かしている場合ではない。しっかりと地に足をつけて現実の問題を見ろとの思し召しなのだ。そう思うことでこの哀しみを慰めた。




　次の日、ディーングラードとの約束はお昼近くにも関わらず、ユニスはいつもより早く目を覚ました。しっかりと身支度を調えて、鏡の中で入念にチェックを入れて部屋を出る。

　行き先は、イングリットの部屋だった。

「どうしたの？　今日はお休みでしょう？」

　イングリットの朝の支度を担当する侍女がユニスの登場に驚きの声を上げる。

　普段はイングリットの着替えをはじめ身支度全般はユニスの仕事だが、今日は他の人がやる手はずだった。それを交代してくれとお願いをする。相手もそれにホッとした様子で快く了承してくれた。機嫌が悪いときのイングリットを相手にするのは大変で、ことクラリッサと喧嘩してからは皆が手を余している状態だ。これ幸いと思ったのだろう。

　ユニスは深呼吸をして扉をノックする。許可を得て部屋の中に入ると、イングリットは夜着のままベッドの端に座り、物憂げな顔を浮かべていた。

「……休み返上？」

　彼女は部屋に入ってきたユニスを緩慢な動きで見やり、溜め息交じりの声を出す。日に日にやつれていくイングリットは、今日も一日引き篭もりになりそうだ。

　だが、今日はそんな陰鬱とした気持ちを変えるためにユニスはやってきた。

「朝だけですよ。イングリット様のお召し替えが終わったら、予定通りお休みを取らせていただきます」

　イングリットの手を引き、すでに用意されてあった盥で顔を洗うように促す。ゆっくりながらもそれを済ませた彼女にタオルを渡し、次に鏡台の前に座らせてお肌のお手入れから始めた。

「イングリット様、今日は思いっきりお洒落しましょうか」

　ユニスがそう提案すると、彼女は顔を歪める。

「そんな気分じゃないわ」

　予想通りの言葉が返ってきて彼女の気分はまだ沈んだままなのだと再認識するが、それでも引き下がらなかった。

「そんな気分じゃないからするんです。気持ちが追い付かなくてもイングリット様のお気に入りのドレスを着て、とびきり可愛らしい髪型をして、綺麗なアクセサリーをして、流行の帽子を被って。まるで特別な日のように着飾ってみるんです。もしかすると、少しは気分が晴れるかもしれませんよ？」

　まずは形から入るのもいいだろう。好きなことをすればそれにつられて心も浮上する場合だってある。だからこそ敢えて今日、お洒落をするのだとユニスは訴えた。

　落ち込みたいときは落ち込んでもいい。けれどもいつまでもうじうじと殻に閉じ篭もって何もしないのはイングリットらしくない。

　困難にあっても鼻で笑って吹き飛ばすのが本来の彼女だ。いつもの高飛車で我が儘で、そして不器用な優しさを持つイングリットを見たい。

「…………好きになさいな」

　きっと彼女も満更でもないのだろう。素っ気ないながらも了承してくれたので、ユニスは張り切って取り掛かった。

　イングリットの一等のお気に入りは、ビリジアングリーンのドレスだ。瞳の色と同じだし、何より持っている衣装の中で一番大人っぽく見えるからだ。カークと横に並んでも普段よりその年の差を感じさせずに、大人の雰囲気を演出させてくれるこのドレスを着るのが何よりも大好きだった。

　だからユニスはこのドレスを提案したし、イングリットも素直に頷いてくれた。

　ところが、ユニスが目の前に差し出したドレスをぼんやりと見ながら、徐々にその碧の瞳が揺らぎ始める。眦に涙を浮かべ、感極まったようにすすり泣きを始めたのだ。

「イングリット様……」

　もしかしてこれは逆に彼女の心を抉ってしまったのだろうか。ハンカチを差し出し涙を拭ってやりながら、どうしようと己の失敗を悔いた。

「…………馬鹿ね。カークが私みたいな子供を相手にするはずないのに。どれだけ大人びた格好をしても、歳の差は埋められないのよ。カークにとって私は永遠に子供。女性として見てもらえるはずないわ」

　それはずっと胸の内に秘めていた不安の吐露だった。心のどこかで二十歳差という親子ほどの年の差に引け目と諦めを感じていて、叶わぬ想いなのだと分かっているのだと。きっとそれもあって今まで頑なにカークへの恋心を否定し続けてきたのだろう。その方が傷は浅く済む。

「それなのにクラリッサは……こんなどうしようもない私の恋のために隣国に嫁ぐなんて……馬鹿よ。どうせ振られるのに……どうせ私はカークじゃない男性と結婚するのに……なのに……どうして……」

　止まらぬ涙に溺れそうになりながら、イングリットは何度も何度も『どうして』とユニスに問う。きっとクラリッサ自身に聞きたい言葉なのだろう。

　ユニスはクラリッサが何を考えているかは分からないし、正解は出せない。けれども、今ここでイングリットを抱き締めて、その哀しみに寄り添い言葉をかけることはできる。

　妹の幸せを思い涙を流す小さな女の子の背に手を回し、ギュッと抱き締めた。

「それはクラリッサ様がイングリット様を大好きだからですよ。イングリット様がクラリッサ様を大好きなのと同じくらいに大好きだから、叶わないとイングリット様が思っていても諦めてほしくはなかったんです。きっと国のための政略結婚で終わらせる恋ではなく、納得のいく形でその恋に決着をつけてほしかったんだと思います」

「何よそれ…………余計なお世話よ…………」

「ええ。でも、イングリット様の幸せを思ったら、余計なお世話でもしたくなってしまったのですよ」

　誰よりも大好きな人だから、誰よりも幸せになってほしい。その気持ちを痛いほどに理解できた。

　ユニスもまた、ディーングラードには誰よりも幸せになってほしいと願っている。その幸せを共に歩めない存在であるのは苦しいし哀しいけれど、それでもこの根底にある願いに偽りは一切ない。

　クラリッサもまた、何か他に理由があるにしろイングリットを想う気持ちに揺るぎはないはずだ。

「それに言っておりましたでしょう？　クラリッサ様なりの理由もあると。まずはそれを聞いてみないと。聞きたくないかもしれませんが、でも聞かないことにはどうにもできませんしね」

「そう……だけど……」

　イングリットもこのままではいけないと分かっている。だが、クラリッサの口から出る真実に打ちのめされたらどうしよう、もう止めようがない理由だったらどうしようと思うとどうしても逃げてしまうのだ。

「こうしている間にも結婚の話は進んでおります。あっという間にクラリッサ様が隣国に行ってしまうかもしれない。そうなったらすぐに会いに行ける距離ではなくなってしまいます。じっくり話したくても話せなくなるんです。……それなのに、仲違いしたままでいいのですか？」

　そう改めて聞くと、彼女は力強く首を横に振った。ユニスはようやく頑なだった心を解し始めたイングリットを労るように背中を撫でる。

「少しずつでいいです。急に動こうとしなくても、一歩ずついきましょう。だから今日はまず着飾るところから。ね？」

　最初の一歩は怖い。足が竦んで震えてしまうだろう。

　そんな彼女の背中をそっと押してあげるのがユニスの役割で、ユニスもまたイングリットの悩みに寄り添うことで勇気をもらっている。

　人の心はままならない。自分の心でさえもたまに行方不明になったり制御不能になったりするのに、他人の心はさらに計り知れないしどうしようもないのだ。――――それが恋心ならなおのこと。

　イングリットが叶わぬ恋だと思いながらカークを想うのを止められないように、ユニスもディーングラードが好きで好きで堪らない。今もあの笑顔を思い返すたびに胸がキュンと締め付けられ、鼓動が高鳴り、幸せでいっぱいになってしまう。不治の病のように手の打ちようもないのだろう。

　だから叶わぬ恋なれば、愛する人の幸せを願える存在でいたいと思った。

　醜く嫉妬する気持ちは確かにこの胸の中にあるけれども、これからもメルをひたすら羨ましいと思うのだろうけれども、それを上回るほどに綺麗な恋の思い出にしたいと思う。

　大好きだから、ディーングラードの力になりたい。互いに思い合うイングリットとクラリッサを見てその想いを確かにした。

「…………ユニス、めいいっぱい綺麗にして！」

「はい！　お任せください！」

　前に進もう。いつまでも落ち込むのは性に合わない。イングリットも、ユニスも。

　今は辛くとも一歩ずつ歩み始めれば、きっと光は見える。そう信じて自分のできることを全力でやるだけだ。

　ユニスは密かに滲み出た涙を指で拭い、イングリットを最高の仕上がりで着飾らせた。

　鏡の向こうに映るイングリットはとても綺麗で大人びていてまるで淑女のよう。美しく満足そうに微笑むその姿に、ユニスも一緒に微笑んだ。




「お待たせいたしました！」

　待ち合わせ場所に急いでやってきたユニスは、もう先に来ていたディーングラードの姿を認めて慌てて駆けた。走るユニスに『ゆっくりでいいぞ！　転ぶなよ！』と声をかけてくれる彼に申し訳ないと焦る。

　イングリットを着飾らせるのに気合いが入り過ぎて、思った以上に時間がかかってしまったのだ。部屋に戻って自分の支度をしようとして、時間がほとんどないと気が付いて急いでやって来た。

「す、すみません……遅れまして……」

「遅れてねぇよ。時間ぴったりだ。俺が早く来すぎちまったんだよ。楽しみにし過ぎてな」

　照れ臭そうにするディーングラードに、ユニスは何も言わずに曖昧に微笑む。メルへ贈るドレスを買うのは念願だったのだろう。ウキウキと浮かれるその顔は大好きな笑顔だったにも関わらず、今は見るのが辛かった。

「…………あ、あの、最初はドレスを買いに行きますか？」

「あ？　それは後でいい。まずはユニスへのお礼だ。今日はそっちがメインだからな」

　そう言ってくれる彼の心遣いが嬉しくてお礼を言う。少し足取りが軽くなったユニスは、自分よりも随分と背の高いディーングラードの隣をその顔を見上げやすい距離を取りながら歩いた。

　歩幅が違うせいでどうしてもユニスの方が歩くのが遅くなり、ディーングラードが先に行ってしまうことが数回。彼は謝りながらユニスを待ってくれている。

「悪いな、気が利かなくて。こういうところがカークの言う俺のダメなところなんだよな」

　自分の至らなさに申し訳なさそうな顔をするのでそんなことはないと首を振ると、彼は顎に手を当てながら考え込む。

「人が多くてはぐれちまいそうだしなぁ。手を繋ぐ、とか……」

「え？」

　思わず喜んでしまった。一緒にいられるだけでも僥倖だというのに、さらに手を繋ぐなんて奇跡にあずかれるとは。期待に胸が膨らむ。

「あぁ……いや、さすがにそれは障りがあるか……」

　ところがディーングラードは人目を気にしてその案を却下してしまう。当然の結果とはいえ一瞬期待してしまったがゆえに落胆が大きかった。目に見えて肩を落とすユニスに、ディーングラードは苦笑する。

「じゃあ、これでどうだ？」

　そう言って彼は自分の上着の袖部分を自分の指で摘まんだ。どうやらそこを掴めということらしい。

「俺の歩くスピードが速かったら遠慮なく引っ張ってくれ」

　ディーングラードの服を掴んで後ろからついて行く姿はまるで子供のよう。そんな自分を想像すると笑えてくるが、彼なりに考えてくれた結果なのだと思うとそれを拒否するのはもったいなかった。おずおずと手を伸ばして、しっかりとしっかりと掴む。おかげで先ほどよりも距離が近くなり、嬉しくもあった。

　ユニスが袖を掴むことによりその存在を意識するようになったのだろう。ディーングラードが先に行ってしまうことはなかった。会話も増えてさらに楽しくなる。

「お礼は何がいい？　何でもいいぞ。遠慮なく言ってくれよ」

　ユニスは悩んだ。何が欲しいのかと言われても頭の中に浮かんでこないのだ。今まで必要最低限のものだけを買う生活をしてきたので、あえてディーングラードに買ってもらうほどのものもない。ちゃんと考えてくればよかったと焦っていると、彼は見兼ねて提案をしてくれた。

「たとえば仕事道具とかどうだ？　趣味に使えるものとか」

　仕事と趣味、と言われてやはり思い浮かぶのは裁縫だ。ユニスの中には一にも二にもそれしかない。あとはドレスや装飾品だが、さすがにディーングラードに買ってもらうわけにはいかないだろう。そんなの厚かまし過ぎる。

「えっと……それでは仕事道具がいいですかね。裁縫道具とかを見られれば……」

「裁縫な！　じゃあそれを見に行くか。店とか分かるか？」

「はい」

　不思議な感覚だった。お店にはいつも一人で行くのに、今日は二人。誰かと行くなんて今までなくて、しかもその相手がディーングラードで。まるで夢のようだと思った。

「凄ぇな。見たことないものばっかりだ」

　店内を物珍しそうにきょろきょろと見渡すディーングラードが微笑ましい。きっとユニスも武器屋などに行ったら同じ反応をするのだろう。

　これはどうだろう？　と提案してくれる彼に答えながら探していき、最終的にはニードルクッションに決まった。腕に巻くベルトがついていて、土台の部分に花の模様が彫られている可愛らしくて上等なものだ。

　本当は一番安くて馴染みのあるものをお願いしようと思ったが、ディーングラードがせっかくのお礼なんだからとこちらを買ってくれたのだ。

　会計を済ませて改めてお礼として渡されたニードルクッションを見て、絶対に大切にしようと決める。ディーングラードとの思い出のひとつだ。

　お昼も一緒に食べて、それもご馳走になってしまった。ここでは男に花を持たせてくれよと言う彼に恐縮しながらも、また新たな経験にドキドキしてしまう。イングリットへのお土産も一緒に選んでくれたりもした。

　ディーングラードはユニスに新しい世界を教えてくれる人だ。いろんな気遣いをしてくれて、自分に任せろと頼らせてくれて、そしてユニスをお姫様のように扱ってくれる。

　きっと女性のリードなど得意な方ではないのだろう。時折自分の至らなさに反省しているところを見るに、ユニスのために懸命に頑張ってくれているに違いない。

　その優しさは時には酷だけれども、覚えておこうと思う。どんなに辛くても、ディーングラードとの思い出は忘れがたい。

「次はドレスを見に行きますか？」

　明るい声で自分から誘った。それに彼もにこやかに頷く。

　まずは予算を聞きどこのお店がいいかを決めて入り、メルがどんな雰囲気の人かを聞いた。ひとえにドレスといってもやはり好みや似合う色はそれぞれある。選ぶからにはそこら辺もしっかりと考慮して選びたい。ディーングラードが恥をかかないような素敵なドレスを選んで、喜んでもらうのだ。

「髪の色がブラウンということなので、どんな色でも合わせやすいですよね。ディーングラード様が思う彼女のイメージの色とかあります？」

「イメージの色……そうだなぁ、……黄色とか橙とか？」

「明るめの色ですね」

　きっと太陽のように明るい人なのだろう。よく笑って活発で、ディーングラードを明るく支える。想像の中でそんな『メル』がディーングラードと並ぶ絵がさらに明確になる。

「失礼ですがお年は？」

「俺の五つ下だから二十五か？」

「なら明るいにしても抑えめな色がいいかもしれませんね。デザインも大きなリボンのものとかはやめた方が無難かと。シックなドレスにして、装飾品で魅せるという手もありますし」

「なるほどなぁ。ドレスひとつにしても奥が深いもんだ。俺なんか着られて機能性がよければデザインとか色は見ねぇから驚かされる」

「私だって武器のことはまったくです。きっと一緒に選ぼうと思ったら何が何だか分からないと思いますよ」

　ディーングラードの口からメルの情報を聞き出せば聞き出すほどに、彼がどんな女性が好きなのか頭の中で形作られていく。それはユニスとはかけ離れていて、どうあっても自分が彼の眼中には入らないのだと心が沈んでいった。

　笑う自分が嘘くさくてバレないか心配だ。途中で涙が零れてこないか内心不安でいっぱいだった。

「こちらとこちらではどちらが良さそうです？」

　目の前に薄黄色と柑子色のドレスを差し出す。どちらも華美な意匠ではなくスカートもあまり膨らみのないものだが、フリルがたくさんあしらわれていて可愛らしい。

「う～ん……そうだなぁ……。子供もいるからなるべく動きやすそうな黄色の方か？」

「こ、子供?!」

　信じがたい言葉に驚きの声が漏れ出た。持っているドレスを落としそうになりながら何とか取り繕おうとするも、あまりの衝撃に思考回路が停止する。

　まさか二人の間に子供までいたとは……。もしかしてユニスが知らなかっただけで二人は結婚していたのだろうか。互いの事情で今は離れて暮らしているとか？

　とうとう表に出すまいと耐えていた絶望感が色濃く溢れ出た。唇を噛み締めてどうにか涙だけはと堪えようと踏ん張るが、口を開こうとすればすぐにでも泣いてしまいそうだ。

「あ～……たしか三歳と一歳だっけかな。男兄弟でやんちゃだって話だし」

　しかも二人も子供が。ディーングラードが口を開くたびにさらに深い奈落の底に落とされていく。もう聞きたくない。この耳を塞いでしまいたい。

「二人とも母親が大好きらしくてな。父親が一人でも面倒見てくれれば違うんだろうけど、旦那は育児に消極的で腹が立つーって言ってたから大変そうだ。まぁ、そういう日頃の苦労を労う意味で兄貴分としてドレスを贈ろうと思ってな。結婚祝いも戦争で何だかんだまだ贈ってねぇし」

「――――――――…………え？」

　耐えきれずに伏せようと思っていた顔をバッと勢い良く上げて、真ん丸の目でディーングラードを見る。頭の中に疑問符ばかりが浮かんで混乱しているが、今の言葉の意味をきちんと理解したくて彼に食らい付くように顔を寄せた。

「え？　え？　ま、待ってくださ……え？　あ、あの、旦那って……え？　メルさんの旦那さんって……ディーングラード様ではないのですか？」

「はぁ?!　俺ぇ?!　ち、ちっげぇよ！」

　今度はディーングラードの方が驚く番だ。店内で二人、驚愕の声を上げた。

「ちょっと待ってください。あの……話を整理させてください」

「おう……俺もお願いするぜ」

　もしかして自分は壮大な勘違いをしていたのでは？

　そう思うと顔が羞恥で真っ赤に染まるのを止められなかった。

「…………私、メルさんはディーングラード様の恋人かと。ドレスを贈るほどですし……てっきり……そういう仲なのかと……」

　イングリットも言っていた。男性が女性にドレスを贈るのは『それを着た貴女を脱がせたい』という意味合いもあるのだと。だからユニスの中でドレスを贈るのは恋人だからだと思い込んでしまっていた。

「いや……違うんだ。メルはその、孤児院で一緒でな。血は繋がってないが妹みてぇなもので、そういう感情は一切ない。ただ単純にメルにドレスが欲しいって言われてじゃあ買ってやるかって思っただけで……」

「な、なるほど……」

　今度は違う意味で泣きそうだ。あまりの恥ずかしさに消えてしまいたい。耳まで熱くなり、いたたまれずにストロベリーブロンドの髪の毛を弄ってこの羞恥に耐えた。

　だが、ディーングラードの方にもこの恥ずかしさは伝染してしまったらしく、彼も顔を赤らめて口元を手で覆っていた。

　二人で顔を染めてもじもじとする姿は何とも滑稽だっただろう。ようやく我に返って、今度こそ二人で心置きなくドレス選びに集中できた。

　悩みに悩んで決めたドレスは柑子色の方で、ディーングラードも満足そうだった。

「喜んでくれるといいな」

　そう柔らかく微笑む横顔はまるで遠く離れた家族を思う兄。本当の兄弟のように仲が良かったことが分かる。

　メルがディーングラードの恋人じゃないと知って安心したためか、顔がどうしても緩んでしまい気を抜くとニヤケ顔になってしまう。

　ところがそれをじぃっと見下ろしている彼が、何か言いたげにしているのに気が付いて首を傾げた。口元をもごもごと動かして、言うか言うまいかと逡巡しているように見える。

「どうかしました？」

　そう聞くと観念するかのように口を開いた。

「……ユニスのドレスはどんなもんかとふと思ってな。知識のねぇ俺が聞いてもしょうがねぇとは思うが、お前の夢のドレスってやつ？　それがどんなものかって気になって」

「私の、ですか？」

　ユニスは思わずキョトンとする。何を聞きづらそうにしているのだろうと思えば、まさかユニスのドレスのことだったとは。

　もしかしてドレスという新たな世界に触れて興味が出てきたのだろうか。それとも会話の繋ぎとして出したのだろうか。どちらにせよユニスに興味を持ってくれたのは嬉しかったので、ディーングラードが飽きないように噛み砕いて話した。

「そうですね……あ！　あそこにあるドレス、あれに近いです」

　トルソーにかかっていたシャンパンゴールドのバッスルドレスを指す。あそこまでお尻の膨らみは大きくなく、袖のないオフショルダーのものがいい、リボンも大きめでスカート部分は布を何重にも重ねてそのヒダを美しく見せたい。胸元にはレースをあしらうかビジューを散りばめるか悩むところだとまで話し、そこで自分が熱中していたことに気付く。ディーングラードに飽きられてしまったのではないかと恐る恐る彼の顔を見上げると、意外にも興味深そうに聞いていた。

「凄いな。そこまでしっかり考えていて。ドレスの話をしているお前は本当に楽しそうだ。いい顔してるよ」

「あ、ありがとうございます……」

　いい顔とはいったいどんな顔で話していたのだろう。照れくさくて自分の顔を直すように手を当てた。

「その夢が叶うの楽しみだな」

「はい！　実はもう少しで目標の金額が貯まるんです！　そうしたらデザインの相談とか素材の吟味とかこれから楽しみがもっと増えます！」

「おぉ！　マジか！　とうとう念願の夢が！」

「はい！」

　ひっそりと貯めていたドレスのための資金は、きっとあと三回ほど給金を受け取れば目標に届く。コツコツと貯め続けて五年。ようやく夢が叶うと思うと感慨深い。そしてその喜びをディーングラードとともに分かちあえるのも嬉しかった。

「俺にも見せてくれよ、お前の夢」

「もちろんです！」

「…………できれば他の野郎よりもいち早く…………俺だけに」

「え？」

　――――それはいったいどういう意味で他の男性よりもと言っているの？

　ドキドキしながらディーングラードの今の言葉を頭の中で反芻した。まるでユニスのドレス姿を独り占めしたいとでも言っているような口ぶりに、乙女心が騒がないわけがない。

　それに彼の顔は至って真面目で、冗談を言っているようにも見えなかった。

　ゴクリと大きく息を呑む。

　するとディーングラードはそっぽを向いて後頭部をガシガシと掻いて咳払いをした。

「ま、まぁ、あれだ。その……お前が良ければだけどな」

　そう言ってお店を出て行こうとする彼の背中をポカンと見つめた。

　良ければなんて、良いに決まっている。むしろこちらがお願いして見て欲しいくらいだ。そしてできれば『綺麗だ』と言ってもらいたい。

「ぜひ！　ぜひお願いします！」

　ディーングラードを追いかけて彼の隣に並ぶ。顔を見ればムスッとしていて、一見怒っているようにも見えるが、どうやら相当照れてしまっているようだ。耳どころか首まで真っ赤にしてその羞恥に耐えていた。

「あんまじっくり見んなよ……」

　彼のこんな顔を見た人は他に何人いるのだろう。自分はあまりにも貴重な場面に遭遇しているのではないだろうか。

　今日のお出かけは重く沈んだ心を引きずってやってきたが、今はこんなにも軽くて天へと舞い上がってしまいそうなほど。ディーングラードの言動に一喜一憂して振り回されているはずなのに、今はユニスが彼を振り回しているような気になる。

　もっと見たい。もっと知りたい。ディーングラードを。

　じわじわと沸き上がってくるのは欲望だ。恋を知った今、ユニスを支配する欲望。飲み下し我慢をしてそれでも心の端から滲み出る。けれどもそれを不快には思わない。大事に大事に育てていつか愛おしい人にぶつけたいとさえ思うときもあるのだ。その前に臆病な自分がひょっこり顔を出してしまうのだが。

（よかった……楽しい日になって）

　今日はその一言に尽きる。

「あのな……ユニス、ひとつだけ言っておくけどな」

「はい？」

　返事と同時におでこを軽く指で弾かれる。驚きで目をぱちくりと瞬かせると、彼はユニスの頭をぐしゃぐしゃにしながら言った。

「俺、恋人とかいねぇから。それだけはしっかり覚えておいてくれよ」

　顔を見られたくないからか、頭を激しく撫でる手が邪魔をして、いったいどんな表情で言った言葉なのかは分からなかったのが惜しい。

　けれどもユニスの恋心にダメ押しするには十分すぎるほどで。

　結局振り回されるのはユニスの方だ。

　会えば会うほどにこの心は強引なまでに惹かれてしまう。熱い恋心を募らせざるを得なくなるのだ。

　きっと次に会ったらさらに好きになる。

　それはもう確信に近い予感だった。










第二章











「ねぇ……ユニス。仲直りってどうやってするものなの？　私が謝らなくても済む方法ってあるもの？」

「そうですねぇ。仲直りはまずは謝るところからはじまるので、それなしにするのは難しいのではないでしょうか」

　苦笑しながらそう言うと、鏡の中のイングリットは難しい顔をした。どうやらどうにか自分が謝らずに済む方法を探したいらしい。なのでユニスの答えはお気に召さなかったようだ。

　イングリットは部屋に籠もるのをやめて、着飾って外に出るようになったが肝心のクラリッサとの仲直りはできずにいた。クラリッサの方はどうにか歩み寄れないかと様子を見ているようだが、イングリットが素直になれずにいる。本当は早く仲直りしたいのにいざクラリッサを目の前にすると、『フンっ』と自分は怒っているのだとアピールをしてしまう。今まで喧嘩らしい喧嘩をしてこなかったので、なおさら仲直りの仕方や素直になる方法が分からずに迷走しているようだ。

「どうしても私が謝らないといけないと言うの？」

　互いに非はあると分かりながらもどうしても自分から謝りたくない。できるならきっかけはクラリッサの方から作ってほしいという思いがありありと表れた一言だ。

「クラリッサ様の話を聞くだけでも随分と変わってくると思いますけど」

　そう言ってもイングリットは結局納得しない。

「何で私が譲歩しなきゃいけないのよ！」

　一事が万事この調子なので膠着状態は今なお続いている。

　だが、一方で結婚の話も徐々に進んでいきそうなのでクラリッサの方も焦っているのだろう。一か月後に隣国の王子が来て、正式にこの婚姻を取りまとめる予定なのだとまことしやかに囁かれていた。その噂もまたイングリットの頑固さを煽った結果になった。

「ユニスはどうしていたの？　兄弟が多いんでしょう？　兄と弟と妹だったかしら？」

「はい。そうですね……喧嘩は主に兄としましたが、兄は私が泣くとすぐに謝ってきましたし、私も自分に非があるときは謝っていました。意外と謝るとスッキリするものですよ。胸のつっかえが取れると言いますか」

「どうかしら？　自分から謝った方がモヤモヤが溜まりそう」

　結局ユニスの意見は鼻で笑われて終わってしまう。

　だが、意固地になっているだけで何も考えてないわけではないのだ。きっと謝るきっかけ、話すきっかけがあれば存外素直になると、イングリットを知るユニスは思う。それまでにさらに拗れたりしなければいいと願うばかりだ。

「そう言えば、ユニスの兄弟で思い出したけど、お父様がシャウレット地方の助成を考えてくださるそうよ。今度の議題に上げるって」

「本当ですか?!　ありがとうございます！」

　イングリットの髪の毛で細い三つ編みを作っている最中に聞いた朗報に飛び上がり、ユニスは手を止めてイングリットにかぶりついた。待ちに待った話だっただけにその食い付きようも尋常ではない。

「ありがとう、じゃないわよ！　もっと早くてもいいくらい。戦争なんかしていたせいで、内政が滞っていてはダメなのよ、ダメ！　貴女が私のところに来てすぐお父様に話したのに戦争にお金を回すのを優先したせいで、今になってしまったわ！」

　イングリットは可愛らしい頬を膨らませながら怒っているが、ユニスには感謝の気持ちしかなかった。

　シャウレットの洪水災害からの再建で借金に借金を重ねたユニスの実家を思って、イングリットが王に取りなしてくれると約束をしてくれていた。戦争も終わってようやく国庫の余裕もできたところで王も動き始めてくれるようだ。ここまで遅くなったのは時期が悪かっただけで、それは責められない。

「早めに補助金が出るといいわね。そうしたらユニスも少しは楽になるのではなくて？」

「そうですね。この朗報は家族も喜びます」

　苦労しているのはユニスよりも金策に奔走する家族の方だ。領地運営をしながらの再建に家のこと。特に兄と母は苦労し通しだろう。これで少しは楽になるといいのだが。

　最近は運が上向きになってきているのか、いいことが立て続けに起きている。人生悪いことばかりではなく必ずいいことも起きるのだと喜んでいた矢先のことだった。

　――――次の日、故郷から母が危篤との手紙が送られてきた。

　手紙は弟と妹が書いたために幼くあまり要領を得ないものだったが、とりあえず母が倒れたのは分かった。

　果たしてこの情報だけで仕事を休んで実家に駆けつけるべきなのか悩んだ。

　実家には兄弟が三人もいるので人手が足りないということはないだろう。母が倒れても兄がどうにか弟妹に指示を出して動いてくれるだろうが、だが一方でわざわざ手紙を寄越してきたというのも気になる。それほどまでに重篤なのかもしれない。

　故郷に帰るためには馬車で片道三日。一泊したとしても戻ってくるまでに七日もかかる。状況によってもっとかかるかもしれない。

　イングリットが落ち着かない中、果たしてそんなに仕事に穴を空けてもいいのだろうか。

　悩んだユニスは翌日のお昼の時間に会いに来てくれたディーングラードに相談をしてみた。

「そりゃ何を置いても実家に帰るべきだろ。兄弟も不安だからユニスに手紙を寄越してきたんだろ？　行ってやれよ。仕事はどうとでもなる。城にはこんなにも人がいるんだ、何とかなるだろ」

　悩むことなく実家に帰ることを勧めてきてくれた彼の言葉に、泣き崩れそうになった。それにより自分が相当我慢していたのだと気が付いた。本当は心配で不安に押し潰されそうだったのだと。

「お前の悪いところだな。周りに気を遣い過ぎる。こういうときこそ甘えなくてどうするよ。姫さんもさすがにそこまで我が儘言わねぇと思うぞ？　まぁ、我が儘言ったら俺が説教しに行くがな」

　そう背中を押されてユニスも心が決まった。

　そうだ。こうやって王都にまで働きに出てきたのは誰でもない、家族のためだ。その家族の一大事に駆けつけないでどうするのだと自分の愚かさを叱咤する。

「ありがとうございます、ディーングラード様」

　目尻に溜まった涙を指で拭い取りお礼を言うと、彼はさらに残っていた涙を取り攫うように頬を撫でて微笑む。

「このくらいどうってことねぇよ。いつでも言え」

　たった指先二本。それだけの触れ合いなのに、心がじんわりと温かくなって満たされていく。まるで魔法のように優しさで包み込んでいってしまうのだ。

「帰ってきたら、また一緒にどっかに出かけるか！　どうだ？」

「いいんですか?!」

　聞かれるまでもない。そんなご褒美に飛びつかないわけがなかった。

「次はお礼とかそういうの一切なしで、純粋に二人で外出を楽しもうぜ」

「はい！」

「またドレスを見に行ってもいいしな。今度はお前のために」

　ディーングラードがチラッとこちらに視線を寄越す。もしかして夢のドレスの下見に付き合ってくれるのだろうかと解釈したユニスは、大きく頷いた。

「…………絶対に俺の真意伝わってねぇだろうけど、まぁいいか」

　何故か残念そうに彼がそう呟くので『真意とは？』と聞いたが、最後まで答えてくれなかった。実家から帰ってきてからなとばかり言うので、それまでは保留のようだ。

　仕事に戻ってイングリットに母が危篤だとの手紙が来たと打ち明けると、彼女は血相を変えて怒鳴ってきた。

「馬鹿！　いますぐに郷に帰りなさい！　私が許可するわ！　と言うか命令よ！」

　逆にこんなところでグズグズしているユニスを怒り、すぐにでも帰れるようにと仕事を切り上げさせてくれもした。侍女の仲間に事情を話して当分休みをもらうと言うと、中には困ったような顔をする人もいたが何も言わずに送り出してくれた。周りの優しさに感謝してもし足りないほどだ。

　すぐに旅支度をして着の身着のまま辻馬車に乗り込む。ろくに挨拶もできずに王都をいったん離れることになってしまったのが申し訳なくて、遠くなっていく城に向かって頭を下げた。帰ったらまた精一杯働くと胸に近いながら。

　辻馬車を乗り継ぎ、揺られながらやってきて三日。ようやく見えてきた故郷に、ユニスは懐かしさで胸がいっぱいになった。

　最後にここに帰ってきたのは三年前だ。城に奉公に出ると報告をしに帰ってきたきり忙しさにかまけて一度も足を踏み入れていない。

　シャウレットの象徴ともいえる川を橋の上から眺める。ずらりと両岸に盛られた堤防は、それはそれは立派なものだった。ちょっとやそっとの洪水では決壊しなさそうなほどに頑丈なものだ。

（お兄様……お母様……）

　ここまで仕上げるのにどれほどの尽力があったのだろう。念願叶った姿を見て感動してしまう。父はこの景色を夢見て志半ばで倒れて儚く亡くなってしまった。

　この成果に少しでも自分が役立てたのだと思うと誇らしくもあった。




「お姉様！」

　家の玄関に入り、最初にユニスの姿を認めて飛びついてきたのは末っ子の妹・サーシャだった。もう十一になるであろう妹は、ユニスが記憶していた三年前の姿とはまったく違っていた。背が高くなりたおやかに育っている。

　サーシャは走ってきて突撃するようにユニスに抱き着いた。『おかえりなさい』と言うわけでもなく、ただユニスの存在を確かめるように強い力で抱き締め続ける。

「お帰りなさい、ユニス姉さん」

　そんなサーシャの代わりにユニスにおかえりと言ってくれたのは、兄弟の三番目、弟のエドガーだ。彼もまた十三歳になって大人びた顔立ちになっていた。

「エドガー、お母様の容体はどうなの？」

　会って早々だが一番聞かなければならないことを口にすると、エドガーは直接母に会いに行けという。部屋で寝ているはずだからと。

　もしかして動けないほどに悪いのか。ユニスは最悪の想像をして緊張を走らせる。荷物をエドガーに預けて母の部屋に行こうとしたその道すがら、自室から出てきた兄のマリウスとかち合った。

　マリウスはここにユニスがいることに酷く驚いたようで、素っ頓狂な声を上げる。

「へぁ?!　な、何でここにユニスがいるの?!　何で?!　僕もしかして夢みてる?!」

「落ち着いて、お兄様。現実よ。手紙をもらって帰ってきたの」

「手紙……？」

　そう不思議そうに呟くと、合点がいったような顔をする。そして『あいつら……』と険しい表情で大きく溜め息を吐いた。

「お兄様……？」

「いや……何でもないよ。ごめんね、わざわざ来てもらって。心配かけたね」

「そんな……水臭いこと言わないで」

　疲れているのかどことなく元気のない兄に気を遣いながら様子を窺う。言葉にできない小さな違和感が小骨のように引っかかって仕方がない。

　兄妹だから分かる。兄は隠しごとをしていると。

「お母様はどうなの？　倒れたと聞いたけれど」

「あぁ。ただの過労だよ。ここのところ頑張り過ぎちゃったからね。その疲れが一気に出たんだろうって医者が」

　もう少しで雨季に入るのでできればその前に堤防を完成させたいと無理をしたようだ。それに加えて念願の堤防完成を見届けて気が抜けてしまったらしく、床に臥せってしまったのだと。

「命に関わるものじゃないから、心配しないで。お前に手紙を送ったのもエドガーとサーシャだろう？　あいつらも大袈裟だなぁ。まぁ、母さんが倒れて不安になっちゃったんだろうな。大丈夫だよ、お前が思うほど悪い状況じゃない」

　――――果たしてその言葉をどこまで信用していいのか分からない。母も心配だが、兄の痩せようも心配だった。顔が小さくなってしまったようで、眼鏡のサイズが合わず何度もブリッジ部分を押し上げていた。

　やはり苦労に苦労を重ねているのだろうか。想像以上の状況に胸が痛くなる。

「とりあえずはお母様の顔を見に行くわ。見て安心したい」

「…………あぁ、そうだね」

　やはり兄の答えは歯切れが悪い。一抹の不安を抱きながら母の部屋を訪れた。

　部屋の扉をノックするも返事がないということは寝ているのだろうか。ゆっくりとノブを回して扉を開けると、やはり母はベッドの上で寝ていた。

　起こさないように静かにベッドの脇まで足を運ぶと、ユニスは言いようのない衝撃を受けた。

　母は昔の面影がないほどに痩せていたのだ。痩せたというより、やつれたという方が正しいかもしれない。

　頬がこけ目が窪み、唇はガサガサになっている。顔色も悪いし、腹の上に置かれた手は驚くほどに荒れていた。

「お母様……」

　そう言って手に取った母の手首は子供と思うほどに細くて泣きそうになる。

　何が心配するほどではないのだろう。こんなにボロボロになった姿を見て、心配しないわけがなかった。

　本当に過労だけでこんなに痩せてしまうのだろうか。大きな不安がユニスの中に渦巻く。

　随分と長い間母の側で目を覚ますのを待っていたが起きる気配がないので、ユニスは部屋を後にした。そしてその足でエドガーとサーシャを探す。

　屋敷はその昔栄華を誇っていた名残で、他の貴族と遜色ないほどに広い。だが、入れ物は立派でもその中身が貧しくて、必要最低限のものしか置いていなかった。母の部屋にもベッドと大きなチェストひとつしか置いておらず、部屋の中はそれは寂しいものだった。

　他の部屋でも同じような光景が見られ、三年前に来たときも家の中の物が随分と減ったと驚いたものだが今回はその比ではない。おそらく売れるものはすべて売り払い、再建資金を工面したのだろう。

　ユニスも給金の一部を送れるだけ送ってはいたが、それだけではきっと賄えなかったのだ。

「姉さん」

　ソファーとテーブルひとつしか置いていないサロンを眺めていると、後ろからエドガーが呼びかけてくる。振り返るとサーシャと二人ですぐ後ろに佇んでいた。

　エドガーに促されてユニスとサーシャ二人でソファーに座り、目の前にエドガーが立った状態で対面する。サーシャはユニスの手を不安そうに握り締め、エドガーも沈痛な面持ちで眉根を寄せてユニスを見ていた。その様子は明らかにただごとではなかった。

「お母様に会って来たわ。眠っていて話はできなかったけれど、……随分と痩せていたわ。貴方たち、ちゃんと食べられているの？　大丈夫なの？」

　二人の顔を交互に見ながら聞くと、サーシャの眦に涙が浮かび上がる。今にも崩れ落ちそうなほどに肩を震わせていて、ユニスは身体を寄せて彼女の肩を抱き締めた。

「…………私たちは食べられているの、お姉様。私たちは申し訳ないほどに食べさせてもらっているわ。でもお母様とお兄様は……」

　サーシャはそこまで言うと嗚咽で言葉を詰まらせてそれ以上は紡げずに俯く。先の言葉をエドガーに視線で求めると、彼は苦しく呻きだすように話してくれた。

「正直食べられていない。家族四人で十分に食べられるほどのお金がないんだ。だから兄さんと母さんは自分たちの食事も僕たちに分け与えてくれている。成長期だからしっかりと食べなさいと」

　それだけ聞いて何となく状況が分かった。母も兄も優しく家族思いで、そして何よりも弟妹に苦労を掛けさせまいと頑張っている。だから家が本当に困窮している今、何よりもエドガーとサーシャを優先させたのだろう。

　だからあの二人はあれほどまでに痩せ細り、母は倒れた。そして目の前の二人はそんな窮状に胸が痛くなって、ユニスに助けを求めたのかもしれない。

「僕たちが母さんたちに訴えても受け入れてくれないんだ。大丈夫だからしっかり食べなさいと言って。自分たちはほとんど食べられていないのに……」

　それが母と兄の愛情だとは分かっている。だが、それが今は苦しくて仕方がない。いつか本当に二人が取り返しのつかないことになるのではないかと不安なのだ。

　どうしよう、どうしようとサーシャが泣く。エドガーも比較的冷静なのかと思いきやそうでもないらしく、驚くべきことを言い出した。

「僕、騎士団に入団願を出そうと思って」

「エドガー……本気なの？」

　お金を工面しかつ食い扶持を減らすのであればそれもひとつの手だろう。だが、騎士団に入るにはエドガーはあまりにも幼く、未成熟だ。そんな彼が厳しい環境に身を投じるのはすぐには賛成できず、ユニスも戸惑った。

「私もお姉様のようにどこかのお屋敷に奉公に出られないかと探しているの」

「ちょっと待って二人とも。落ち着いて。焦る気持ちは分かるけれど、それは時期尚早ではなくて？　お母様もお兄様も赦さないでしょう？」

　そう言って宥めると二人は黙り込む。絶対に母も兄も赦さないと分かっているし、もうすでに猛反対をされたのだろう。

　けれども、ユニスも強く反対できないほどにエドガーとサーシャの気持ちが分かった。ユニス自身、食い扶持を減らしお金を稼ぐために王都に出た身だからだ。そのときの年齢は十五歳だったが、今のサーシャはまだ十一歳。あまりにも若すぎて行儀見習いとしても雇ってくれる屋敷は見つからない。やはり簡単には賛成はできなかった。

「あのね、随分と時間がかかったけれども、シャウレットへの補助金を国が出してくれることが決まりそうなの。イングリット様が陛下に掛け合ってくださってね。今は苦しいかもしれないけれど、もう少しで楽になるわ。それまで我慢してほしいの」

「本当に……？　補助が出るの？」

　二人が驚いて詰め寄ってくる。歓喜と動揺が渦巻いて俄に信じがたいといった表情をしているが、力強くユニスが頷くと安堵して肩の力が抜けたようだった。

　もちろんまだ確定事項ではないが、今二人の暴走を止めるにはこうでも言うしかない。予定の話でしか言えないのが残念だが、イングリットが尽力してくれたおかげだ。きっとこれからもいい方向に話が進むと信じていた。

「だから、今はここにいてお母様とお兄様の力になってあげて。うちには使用人もいないし貴方たちがいなくなったらお兄様が仕事をしている間、お母様の面倒を見てくれる人もいなくなるわ。お兄様だって口にしないけれど手伝ってほしいと思っているかもしれないし。ね？」

　そう言い包めると、いまだに後ろ髪を引かれるような顔をしているもののなんとか頷く。二人とも素直でいい子だ。家族が大好きで心配で、この如何ともしがたい窮状を何とかすべく考えあぐねた結果が無茶なものだっただけなのだ。

「私からもお母様とお兄様にしっかりと食べるように言うわ」

「お姉様が言ってくださるならあの二人も食べてくれるかもしれないわ。お願い。どうにか説得して」

「ええ。任せておいて」

　必死にお願いをしてくる弟妹を見て、ユニスは優しく微笑んだ。

　お金だけ渡して家のことはすべて任せっきりになっているのだ。できることはここにいる間はすべてやっておきたい。

「じゃあ今日の夕食は贅沢しましょう。私がお金を出すから、お母様にもお兄様にも栄養のあるものを食べてもらわなきゃ」

「ありがとう！　姉さん！」

　二人にはお金を渡して食材を買いに行ってもらい、その間にユニスは執務室を訪れた。以前は父がその部屋を使って仕事をしていたが、今はマリウスが仕事場として使っている。

　部屋に入るとマリウスは部屋の真ん中に置いてある大きな机の上に腰掛けて、書類に目を落としていた。その姿が幼い頃によく見た父の姿と重なる。今のマリウスは父とそっくりだ。

「お兄様」

　ユニスが遠慮がちに声をかけると、マリウスは顔を上げて眉を上げる。書類を机の上に置いてこちらに手招きをしてきた。

「母さんに会ったかい？」

「ええ。随分と痩せたわね、……それにお兄様も。随分と無理しているって聞いたわ」

　兄は苦笑で返してくる。否定も肯定もしてくれなかった。

「お金、苦しいの？」

　一切の遠慮なく聞いても同じで、マリウスはユニスに現状を伝えるつもりもないようだ。それどころか今は家に来てほしくなかったのかもしれない。弟妹と同じように心配をかけたくなくて隠せるなら隠したいと。

「二人を思う気持ちは分かるけど、ちゃんと食べなきゃ。領主の仕事も体力勝負よ」

「…………ごめん」

　ようやく絞り出たマリウスの謝罪は酷く寂しく部屋の中に落とされた。その声にユニスの心は締め付けられてしまう。説得しに来たというのに、泣き出してしまいそうだった。

「お金がなくて困っているなら言ってくれなきゃ。そのために私が王都に行っているんでしょう？　…………頼ってよ」

「もう十分お金を送ってもらっているのに、それで賄えないのが情けなくて。お前もあっちで好きに生きたいだろうに重荷になってしまって……申し訳ない」

「私たち家族よ？　重荷に思うわけがないじゃない。それ以上に皆が辛い思いをする方が嫌よ」

　何のために自分がいるのか。そう叫び出したかった。

　遠く離れて暮らしていても家族であるのには変わりないし、いつだって辛いときには手を差し出したいと思っている。家長である兄がそう思う気持ちは理解できるが、それでも頼ってほしかった。ユニスだけが除け者だなんて耐えられない。

「ごめん……ごめん、ユニス」

「謝らないで。シャウレットのために尽力した結果でしょう？　私もキャトレイ子爵家の一人だもの。一緒にその責を背負うのは当然よ」

　雨季の前に堤防を完成させたい。被災した領民たちの暮らしを早く取り戻してあげたい。領主としての仕事をしっかりと勤め上げたい。その思いで背負った借金の数々が思った以上に家族の生活を逼迫しているようだ。

　話を聞けばほとんどのお金を隣の領主から借りており、その人が月々の返済額を吊り上げてきたらしい。それによってギリギリのところで月々返済をし、代わりに生活がままならなくなっていた。

　マリウスに国の補助の件を話すと安堵したように息を吐く。だが、心からの安心はまだ遠い。

　おそらく国から補助が出ればこの問題は解決しそうだが、時間はまだかかる。それまでにどうにかまともな食事ができるようにしなければならないのが当面の課題だ。

「私も仕送りの額を増やすわ。だからそれでちゃんと食べてちょうだい。せめてエドガーとサーシャと同じくらいには食べてね？」

　何度も何度も念を押した。マリウスが頷くまでしつこく。そうでもしなければまた無茶をしてしまいそうで怖かった。今度は母のために我慢をして、ということもこの兄ならやりかねない。

「本当ならもうお嫁に行ってる歳なのに……。持参金も用意できなくてごめんな」

「私より先にお兄様の結婚でしょう？　落ち着いたらそこら辺のことも考えましょうね」

「僕のところに来てくれるお嫁さんいるかなぁ？　僕モテないし……」

　がっくりと肩を落とすマリウスを励ましながら二人で近況を話し合う。

　ユニスが話すのはイングリットのことと、――――そしてディーングラードのこと。

　想いを寄せているとはさすがに兄を相手には言えなかったが、最近仲良くしてもらっているとは話した。マリウスもあの国の英雄と！　と興奮気味に聞いている。

　そのうち買い物から戻ってきたエドガーとサーシャがやってきて、久しぶりに兄妹四人で談笑をした。それは懐かしくも楽しいひとときで、時間を忘れるほどだった。

　サーシャと二人でキッチンに立ち夕食を作る。料理を教えて欲しいとサーシャがせがむのでそれも同時に進めながら、今日は豪勢に豚肉を使った料理にした。母は身体が弱っているのであまり負担がかからないように野菜のスープとパン粥を作り、部屋まで持って行く。

　目を覚ましていた母はユニスが目の前にいて驚いたのか言葉を失い、そして泣き崩れてしまった。抱き着いてきたその身体は小さく、骨と皮しかないと思えるほどにガリガリだ。けれども母のぬくもりは昔と変わらずに温かかった。

　ようやく五人で食卓を囲んで食べる食事は、臓腑に染み渡るほどに美味しかった。

「ユニスが今度帰ってくるときは、心配かけさせないように頑張るわ」

　母は目尻を皺一杯にして笑う。その姿が儚くも頼もしかった。




　故郷を後にしてまた馬車に揺られること三日。王都に戻り、最初に向かったのは理髪店だった。伸ばしに伸ばした髪を切り、そしてそれを売ってお金に変えるためだ。

　願掛けに長らく切らずにいた髪の毛は腰元近くまで伸びている。いつもは邪魔にならないように結わえているので分かりづらいが、鬘用には十分だろう。ある程度の長さがあるならば理髪店で髪の毛を買い取ってくれると聞いたので、勢いよく飛び込んだ。

　目論見通りユニスの髪の毛は売れた。期待以上の金額になったので、喜びながら城へと帰る。ストロベリーブロンドの髪の毛は肩甲骨にかかるくらいまでの短さになり、頭も軽くなった。それと同時に未練も断ち切れたような気がしたのだ。

「ただいま戻りました、イングリット様」

　荷物を置いて身支度をすると、いの一番にイングリットの部屋に行き挨拶をする。すると、彼女は手に持っていた刺繍道具を床に落としてわなわなと肩を震えさせた。

「な……なに……？　どうしたというの……その髪は……！」

　いつものように結い上げるには長さが足りず、仕方なく一本に結ったが、さすが容姿にうるさいイングリットだ。一目で髪の毛を切ったことを察知した。

「実家に帰ったときに間違えて竈の火で焦がしてしまいまして」

「やだ！　あんなに綺麗な髪の毛だったのに！　火傷とかはないの？　それも心配だけどお母様はどうだったのよ。もう帰ってきたということは大丈夫そうなの？」

　久しぶりにまみえたイングリットは矢継ぎ早にユニスに質問をしてきた。どうやらそうとう心配をかけていたらしく、いろいろ聞きたいことがあるようだ。

「ありがとうございます、イングリット様。火傷はしていません。それに母もまだ床に臥せっていますが、これから回復しそうなので大丈夫です。ご心配とご迷惑をおかけしました」

「べ、別に心配なんか！　大変だったわねって労ってあげただけよ！　まぁ？　火傷もなくてお母様も良くなりそうでよかったけど？」

　素直なんだか素直じゃないのかよく分からないイングリットはいつも通り。ユニスが出発したときよりも元気になったようで、ユニスもまた安心した。

「今日は一日休みなさいな。帰って来たばかりでしょう？　疲れた身体じゃ仕事もままならないわ」

　ユニスはこのまま仕事に就くつもりだったが、イングリットはそれを見透かしていたようで先手を打たれてしまう。他の侍女たちも彼女に賛同して大丈夫だからと言ってくれたので、それに甘えて休みをもらった。

　かといって、暇になっても何をしていいか分からない。休みの日はいつもドレスについて勉強するか、新作のドレスがないかとお店を覗きに行ったりしていた。それなのに今はそれをするのが辛い。

　――――もうドレスのために集めた資金は手元になくなってしまった。

　先ほど髪を売ったお代と共に故郷に送ったのだ。少しでも家族のためになればと。

　後悔はしていない。逆に何故今まで自分勝手に夢を追いかけてしまっていたのだろうと、そちらの方を悔やんでいる。もしかするとドレスのために手元に残していたお金も実家に送っていれば、もっと家族の生活が楽になっていたかもしれないのに。

　だからせめて国からシャウレットへ補助が出るまでは、ドレスの夢は諦めてしまおうと決めた。

　夢はまたいずれ追いかけられる。お金もいつかはまた貯められるだろう。

　――――だから大丈夫。

　ユニスはそう自分の気持ちを確認しながら、ただ何をするでもなく部屋の中で窓の向こうに夕陽が沈んでいくのを見つめていた。

　それから部屋が薄闇に包まれると、思いついたように立ち上がり部屋を出て行く。

　無性にディーングラードに会いたくて仕方なかった。

　もう訓練場にはいないだろう。訓練も終わり仲間と酒を飲みにいったかもしれないし、部屋でゆっくり休んでいるのかもしれない。いつもは彼がユニスを見つけてくれていた。いざユニスの方がディーングラードに会いに行こうと思ったら、訓練場以外に向かう先が思い当たらなかった。

　とりあえず騎士団の宿舎の前に佇む。人通りもほとんどなくたった一人夜道に。

　途中何度もディーングラードが通りかかるかも分からずにただ当てもなくいる自分に、何を馬鹿な真似をしているのだろうと心の中で投げかける。帰ろうとも思った。けれどもなおそこにいるのはどうしても会いたかったからだ。会って話がしたい。顔を見たい。

　あの屈託ない笑顔や、ぶっきらぼうながらも優しい言葉をくれるディーングラードに。

「あぁ？　…………お前見た顔だな」

　宿舎に帰って来たのであろう騎士がユニスを見て声をかけてきた。ビクっと肩を跳ね上げて騎士を見上げると、そこにいたのはユニスも見た顔だった。

「あ…………上着を破った人」

　ポロリと出てしまった言葉に、相手はガラ悪くも『あぁん?!』と凄んでくる。それが怖くて口を手で塞ぎながら後退りすると、騎士は一歩近づいてくる。

「お前、ディーングラードの女か。奴に会いに来たのかよ」

「い、いえ、その……！」

　とりあえず誤解のないように自分はディーングラードとそういう関係ではないと否定したかったが、言葉が上手く出ない。顔を真っ赤にして背中に冷や汗をかきながら、この状況をどう弁明すべきか考えた。これではどう見ても怪しい女だ。

「会いに来たのか？　…………それとも夜這いか？　あぁ？」

　ニヤニヤといやらしい笑みを浮かべながらそう言い募る騎士に、ユニスは絶句して口をパクパクとさせながら声にならない悲鳴を上げた。

　夜這いしにきたと勘違いされるとは。これではまるで痴女のようではないかと、自らの無謀な行動を恥じ入った。

　やはり会いたいという気持ちだけで来るべきではなかったのだ。これは淑女として相応しくない行為で、十分に考えて行動すべきだった。これではディーングラードにも迷惑をかけてしまう。

「……ご……ごめんなさい」

　俯き震えながら謝ると、大きな溜め息が聞こえてきた。それがますますユニスを責めているように聞こえて、居た堪れない。

「とりあえずこっち来い。こんなところで女一人で立っていたら危ねぇだろ」

　親指で宿舎の方を指さしついて来いと言う。だが、さすがに名前も知らない人についていくわけにはいかず、遠慮して帰ろうとした。迷惑をかけたと謝り踵を返そうとすると、騎士が呼び止める。

「だぁぁぁっ！　くっそ！　…………だからディーングラードの奴を呼んできてやっから待ってろって言ってんだよ！　察しろ！　そして大人しく門の中で待ってろよ！」

　宿舎の門を少し乱雑に開けた彼は暗闇の中でも分かるほどに照れていて、これは不器用な親切心なのだと気が付いた。そういえば彼はディーングラードとの間に確執がありつつも、ただ仲が悪いというだけでもないようだった。そこには確かに、友情も存在しているのだろう。最初は怖かったけれども、悪人ではないのかもしれない。

　恐る恐るではあるが彼の後について門をくぐると、庭にある木の陰で待っていろと指示される。それに従い隠れると彼は『じっとしていろよ』と念を押して宿舎の方へと向かおうとした。

「あの！　ありがとうございます」

　声を潜めて懸命にお礼を言うと、彼は歩みを止めずにただ肩越しにこちらをちらりと見る。

「詫びだ。…………あいつには悪いことしたからな」

　上着を破ったお詫び、という意味だろうか。何だかんだ気にしていたんだなと意外に思いながらも頭を下げた。

「ユニス?!」

　そう時間もかからずに宿舎から飛び出してきたディーングラードが、名前を呼びながらきょろきょろと辺りを見渡す。随分と急いで来てくれたのだろうか。申し訳なさでいっぱいになりつつ木の陰から顔をひょっこりと出した。

「驚いた……どうした？　こんなところまでやってきて。緊急事態か？」

「いえ……緊急事態というほどでも……」

　焦った顔でこちらに駆け寄って心配そうに聞く彼に、何て理由をつけようかと考えあぐねた。会いに来た口実すらも思いつかないまま、ディーングラードに会いたい一心で飛び出してしまったのだと改めて気付かされる。自分はここまで無鉄砲だったろうか。驚きと戸惑いが自分の中で渦巻く。

「あの、帰ってきましたとご挨拶を。ディーングラード様には背中を押していただきましたから」

「そ、そうか……ありがとな。けど！　こんな夜に一人で出ちゃダメだろ？　明日でも良かっただろ」

「はい……」

　怒られて当然だ。彼もユニスの身を案じて厳しく言ってくれている。

　だが、一方でこの気持ちをディーングラードに分かってほしいという欲もあった。身勝手な欲だけれども、それでも……。

「――――どうしても今日……ディーングラード様にお会いしたくて」

　素直に自分の気持ちを伝えた。そのくらい強い思いだったのだと知っておいてほしくて。けれどもやはり恥ずかしくて俯き、いつも弄っていた髪の毛の代わりにスカートを握り締めて。

　すると呻くような声が聞こえてくる。ディーングラードを見ると顔を手で覆って悶絶していた。

「あぁ～……不意打ち過ぎる。おまっ……そういうことを突然言うもんじゃねぇって……」

「す、すみません……」

「いや……いいんだけどよ。あんま可愛いこと言われると……俺もその……」

「はい……？」

　顔を赤くし歯切れが悪いディーングラードに聞き返すも明確な答えは返ってこない。その代わりに落ち着きを取り戻した彼がユニスに真摯に言ってきた。

「とりあえず夜に一人で出歩くのはダメだ！　ありがたいが、お前の身が心配だから」

「……はい。軽率でした。申し訳ありません」

　頭を下げて自分の行動を反省する。

　叱られたし呆れられてしまったけれども、それでもユニスはディーングラードが目の前にいてくれることが何より嬉しかった。反省すべきだし喜ぶなんて不謹慎だというのに、それでも荒んだ心が和やかになっていくのを感じる。不思議と元気が湧いてくるのだ。

「まぁ、ここまで来たんだし話したいこともあるだろうし……部屋にくるか？」

　すかさず頷いた。




「悪いな、散らかってて。あんまり片付けとか得意じゃねぇから」

　そう言われて思わずディーングラードの部屋の中を見渡すが、言うほど散らかってはおらず、敢えて言えば脱ぎっぱなしの服が散乱しているくらいだ。

　初めて入る男性の部屋。畏れ多くてドキドキして心もとない。

　身の置き所がなく入り口のところで立ち尽くしていたが、ディーングラードが手招きして部屋に唯一あるカウチに座るように促してくる。少し大きめのカウチにちょこんと座ったユニスは、背筋を伸ばしてベッドに腰掛ける彼を見た。

　あちらもあちらでソワソワしていて、お互い何となく照れているようだった。

「……実家のお母さん、どうだった？　もう帰ってきても大丈夫だったのか？」

　ようやくディーングラードから話を切り出してくれて、ユニスも少し緊張が解れる。けれども実家のことをどう話すべきかと迷った。

「はい。その……母は過労で倒れたそうなのですが、徐々に回復していっています。兄弟の意見の相違と言いますか、そちらの方も大変で。とりあえずは大丈夫そうです」

　最後に家族と別れたときは皆笑顔だった。互いにこの苦難を乗り越えようと肩を叩き合い、改めて家族の絆を確認した。

　もう大丈夫だとユニスは信じている。家族を思う気持ちが強すぎて自己犠牲を強いてしまっていたが、そんな無茶はしない。そんな無茶はしないように、ユニスもできることをとことんするつもりだ。

「そうか。大変そうだけど、とりあえずは安心だな」

　まるで自分のことのように安堵の笑みを浮かべる彼に、ユニスは同じく微笑み返した。

　――――自分は上手く笑えているだろうか。

　顔が引き攣っているような気がする。イングリットの前では大丈夫だったのに、ディーングラードの前では簡単に崩れてしまいそう。そうならないようにグッと口を引き締めた。

「そう言えば、堤防が完成していたんです。雨季の前に完成させようって頑張ったらしくて。それはそれは立派な堤防でした。あれなら多少川が氾濫しても大丈夫そうです」

「凄いな！　シャウレット河は結構な大きさだって聞くぜ？　それを五年足らずで完成させるなんてな。頑張ったんだな」

「そうですね。多少無理した部分もあるようですけど、兄と母の領民たちを早く安心させたいという気持ちが大きかったようです」

「若くても責任感の強い立派な領主だな。さすがユニスの兄ちゃんだ。兄妹は似るもんなんだな」

　次から次へと話がこの口から飛び出してきた。そのたびにディーングラードは丁寧に相槌を打ってくれている。

　止まらなかった。何かを話していなければいけないと思った。一度止まってしまったらユニスはもう……。

「そうなんです。お互い頑固なところがありますし、それはきっと母譲りなんでしょうね。でも弟も妹も年を追うごとに頑固になって、互いに譲り合えないのでどうしてもぶつかり合ってしまう部分も多くなって。いろいろ考えるようになったなと嬉しくなった反面大変なことも出てきて」

「…………あぁ、そうだな、ユニス」

「姉としていつもそばにいてあげられないのは残念なのですが、会うたびにその成長を感じられて……」

「――――…………なぁ、ユニス」

　徐々に真剣になっていくディーングラードの声にグッと息を詰まらせた。けれどもユニスは言葉を続ける。

「母も今は臥せっていますが元々気丈な人なのできっとすぐに元気になりますよ。父が亡くなったときも落ち込む家族を勇気づけてくれて……自分が辛いときこそ笑うんですよ」

「――――ユニス」

　ビクリと肩を震わせて握られた手を見つめた。懸命に話している間にディーングラードはユニスの目の前までやってきていて、傅いて顔を覗き込んでいる。

「辛いときこそ笑うのは……お前も一緒だろ？」

　その瞬間、押し留めていたはずの涙が一粒流れ落ちた。

「……違います……私、辛くなんか……」

「そうか？　今日のお前はどっか変だ。何かを我慢しているようにも見える」

「違います！」

「そうかそうか。お前はそういうところが頑固なんだな」

　目に溜まっている涙をハンカチで懸命に拭った。これは何かの間違いだ、本当は辛いだなんて思ってはいないのだと何度も訴えかけた。

　辛いだなんて思ってはいけない。家族の危機なのだ、与えられるものは喜んで差し出すべきなのだ。

　――――それなのに、ディーングラードがそんなユニスを突き崩そうとしている。

「ほら、ここでゆっくりと吐き出せ」

　残酷なまでに甘く強い抱擁で。

　ディーングラードの腕の中はユニスがすっぽり入ってしまうほどに広くて、そして温かい。包み込まれる安心感がそこにあった。

　こんな風に誰かに抱き締めてもらうなんて久しぶりで動揺した。ユニスがイングリットや母を宥めるように抱き締めてもその逆があったのは遥か昔のことで。王都に働きに出てからは初めてかもしれない。

　だからどうしていいか分からなかった。ディーングラードに抱き締められていることもそうだが、このままでは確実に涙腺が弱くなってしまう気がする。自分の中の我慢がすべてこの腕の中で取り去られてしまうと、ユニスは何度も身じろいだ。

　そのたびにポンポンとディーングラードが背中を撫で出てくれる。

「大丈夫だ……大丈夫。俺しか聞いてないし、俺が聞きたいんだ。お前が何かに耐えているならそれを支えられる奴になりたい。俺がお前に助けてもらったように、俺もお前を助けたいんだよ」

「ディーングラード様……」

「――――俺にお前の心をいったん預けてみないか？」

　堰を切ったように目の前が涙で歪み、とめどなく涙が零れ落ちた。服が汚れてしまうのにそれでも泣き顔を隠すように抱き締めてくれた彼は、優しく頭を撫で続ける。口を引き結んでも漏れ出る嗚咽は、黒色のディーングラードの服に吸い込まれていった。

「いっぱい泣けよ、ユニス。いくらでも付き合うから」

　彼に会って元気な自分になりたい。ただそれだけの理由でここまで来たのに。

　けれどもディーングラードはそんな強がりを一個ずつ丁寧に剥がしていってしまう。すべてを曝け出しても受け止めて、ユニスの拙い虚勢すらも拾い上げて大事にしてくれる彼があまりにも優しくて、そして大人で。結局ディーングラードの前では何ひとつ取り繕えなかった。最初から無理だったのかもしれない。

　悔しいけれど仕方がない。惚れた弱みってこういうことなのだろう。

　ディーングラードの言う通りに心をすべて預けて、ユニスはゆっくりと語った。

　母親の容体、エドガーとサーシャの訴え、兄の嘘。そして王都に帰って髪を切りお金に換えたことも。

「どうりで。髪型変わったのかって思ったけど……そうか、切っちまったんだな……」

　結い上げた髪の先を指で撫でる彼はとても残念そうに眉を下げる。

「願掛けでずるずる伸ばしていただけなので。でも切ったおかげで決心できたんです」

　髪を切ったのはお金のためだけじゃない。どうしても踏ん切りが必要だったからだ。

「…………ドレスのために貯めていたお金を故郷に送りました。また一からのスタートです」

　自ら夢を遠ざけるのは辛かった。だが、それ以上に家族が大切だから手離した。今ユニスにできる最善を取ったのだ。これでよかったと胸を張って言える。

　――――けれども何故だろう。失った夢を思うとこの胸がじくじくと痛む。

「そうか。頑張ったな……頑張った。お前の辛さや悔しさは想像することでしか分かってあげられねぇけど、でも俺はそんなお前を果敢だと思うし、ここまで弱音も吐かずにやってきたお前がいじらしくて、可愛くてしょうがねぇよ…………って、悪ぃ、余計なこと言った。つい……」

　気まずそうな声に顔を上げると、ディーングラードの頬が赤く染まっていた。

（可愛……い……？）

　今彼はそう言っただろうか。ユニスに対して、いじらしいとまで。

　先ほどまで大泣きしていたのに、ディーングラードの一言で驚いて涙が止まってしまった。そしてユニスも釣られて照れてしまう。

「あ、あの……ありがとうございます……」

「お、おう……」

　不謹慎かもしれないが嬉しい。慰めてくれたことも心に寄り添い共感してくれたことも褒めてくれたことも。それに可愛いと言ってくれたことも、ユニスに元気をくれた。

「あんま格好つかないな」

「そんなことないです。ディーングラード様はいつだって格好いいです。今も……凄く……素敵です」

「……………………おう」

　残った涙をハンカチでもう一度拭い去って、ユニスは預けていた身体を起こして彼と向かい合った。ディーングラードが腕を緩めたので少し距離を取ると、佇まいを直す。

「不思議ですね。ディーングラード様の言う通りにしたら心が軽くなりました」

「涙は心の洗濯ってな。人間、どれだけ屈強な奴でも心折れるときはある。そんときは溜め込まずに出すのが一番だ。愚痴でもいい、ただ涙を流すだけでもいい。一人で泣けないなら俺がいる。お前を思う誰かがいる」

「はい」

「忍耐は美徳だが我慢は違う。一人で耐える必要はねぇんだ。お前は一人じゃない」

　あの日、辻馬車に揺られながら故郷を出た日。ユニスはひとつの覚悟を持った。

　これから先、家族は誰一人側におらず自分だけが頼りだ。だからめげてはいけない、くじけてはいけない。家族のために地にしっかり足を着け、目的を果たすまでに踏ん張るのだと。

　そんな自分を鼓舞する意味でも、また励ます意味でも夢を持った。自分で最高のドレスを作る夢だ。最高のご褒美を目標に働くというのは、孤独や苦労をも慰めてくれたのだ。

　今回夢がふりだしに戻って、仕方がないと分かりつつもその喪失感にどうしようもなくなった。いつものように弱音は吐いてはいけない、くじけてはいけない、いつかまた夢は見られるから、今は現実だけを見ようと心に言い聞かせる。

　けれどもいつもと違ったのは心の拠り所を見つけてしまっていたことだった。誰かに元気や勇気をもらう喜びや凄さを、ディーングラードに教わってしまっていたのだ。

　一人じゃない。

　その言葉の通りユニスはもう一人で踏ん張れなくなった。

　このままでは弱くなってしまう。ディーングラードに頼らなければ立ち直る力すら失ってしまうのではないかと怖くもあるが……。

「俺が側にいる」

　それすらも打ち消すほどの力強い言葉をディーングラードがくれるのだ。

「嬉しいです、ディーングラード様……嬉しい……」

　歓喜がユニスのすべてに染み入る。一人で哀しみを慰めていたときはこんなに早く回復はできなかったのに、あっという間に哀しみは薄らいでいった。

　もう一度抱き着きたい。そんな欲を持て余しながら、彼の金色の優しい瞳に胸がキュンとして面映ゆかった。

「すみません。せっかくディーングラード様が一緒にドレスを見てくださると言ってくれたのに、行けなくなってしまいました」

「気にすんな。いつかまた行けるさ。まだドレス、諦めてないんだろ？」

「はい！」

　元気に返事をすると、ディーングラードも大きく頷く。

　そうだ、夢は遠のいたが決してなくなったわけではない。いつかはまた実現できる夢だ。今はその助走期間だと思い少しずつ進むしかないのだ。

　また夢へと近づいてきたとき、ディーングラードと一緒に喜び合いたい。

「でも……まぁ……何だ。お前がよければなんだけどよ」

「はい？」

　急に歯切れ悪くなってしどろもどろになったディーングラードは、頭を掻きながら何かを言いたげにこちらにちらちらと視線を送る。しばらく照れてどう言ったらいいのか分からないといった顔をしていたが、ようやく決心がついたのかゆっくりと口を開いた。

「…………俺が贈っていいもいいか？　その……お前に……ドレスを……」

「…………え？　…………えぇっ?!」

　驚きのあまりに大声を上げて一歩後退る。

　ディーングラードが贈る？　ドレスを？　自分に？

　冗談かはたまた夢かと思われる言葉に、泣きそうになりながらも胸を高鳴らせた。

「本当に……お前が嫌じゃなければの話な。…………ダメか？」

「だ、ダメですよ！」

　ユニスは慌てて否定する。

「…………ダメなのか」

　ディーングラードが傷ついてがっかりしたような顔になるけれど、ユニスは目の前で手を横に振り続けた。

　そんな安易にドレスを贈るだなんて言ってはいけない。家族と同然であるメルとは状況が違うのだ。だって……。

「ダメですよ……私、勘違いしちゃいます。…………だって、男性から女性にドレスを贈るのは……『それを着た貴女を脱がせたい』って意味があるんですよ……？」

「えっ?!」

　勇気を出してイングリットから聞いたドレスを贈る意味合いを言うと、案の定ディーングラードは知らなかったようで素っ頓狂な声を上げた。そして一度は決まりが悪そうに顔を逸らして頭を掻くが、ちらりとこちらを見たと思ったらユニスの手を取り握り締めた。

「…………勘違い、してもいいんじゃねぇの？」

「へ？」

「だ、だから！　…………そういう意味でも、ユニスにドレスを贈りてぇって言ってんだよ！」

　――――これはユニスが見ている夢だろうか。

　あの国の英雄が、憧れていた人が、ずっと遠くから眺めているだけだった人が、目の前でユニスの前に傅き手を握り、顔を真っ赤に染めながらドレスを贈りたいと言ってくれている。

　しかも、愛の告白めいた意味を含めて。

　ユニスはとうとう感極まって泣き出した。今度は哀しみの涙ではなく、喜びの涙だ。

　それを見たディーングラードはぎょっとした顔をして、慌ててユニスに謝ってくる。

「わ、悪い！　やっぱり俺なんかにこんなこと言われて気持ち悪かったか？」

　喉の奥から熱いものが次から次へと競りだして声にできないので、否定の意味を込めて首を横に振る。

「そ、そうか、とりあえずよかった。ならどうした？　ん？」

　懸命にユニスを宥めながら涙の訳を探ろうとするディーングラードに応えたくて、しゃくりあげるのを何度も深呼吸をしながら落ち着かせる。

　まだ涙は流しているもののようやく言葉が出るほどになったユニスは、ディーングラードの心配そうにこちらを見る金の瞳を見つめて、自分の中に泉のように湧き出る気持ちを口にした。

「――――好きです、ディーングラード様。ずっと前からお慕いしておりました」

　だから、嬉しくて仕方がないのだと伝える。この涙は嬉し涙なのだと。

　すると彼は惚けたような顔をしていたが、徐々に我に返り、そして破顔する。

　それはユニスが惹かれた、屈託のない太陽のような笑顔だった。

「悪い。順番が違ったな。仕切り直させてくれ」

　彼が腰を浮かせて近づく二人の距離。引き寄せられるように顔と顔との距離が短くなり、唇が密接してしまうというところにきたとき、彼が熱い吐息と共に囁く。

「――――俺も愛している、ユニス」

「…………んっ」

　自分の愛の言葉もその気持ちもすべてユニスの口から吹き込むような、情熱的なくちづけ。

　ディーングラードの熱い唇は、ユニスを幸せいっぱいにした。

　ちゅ、と名残惜しい音を残しながら離れていった彼。ユニスはついつい先ほどまで自分を幸福感で満たしてくれていた唇を見つめ、引かぬ熱に浮かされる。

「これは俺の欲だ。けど、ユニスが大好きなドレスを着て幸せそうにする顔が見てぇし、嬉しそうに微笑む姿も見てぇ。できればお前にそんな幸せをあげられた幸せな男は俺なんだって誇りたい。だから、もう一度聞く。――――お前にドレスを贈りたいんだが、…………いいか？」

　何度も何度も頷いた。また涙が止まらなくなったので、この喜びが伝わるようにと。

　ディーングラードと両思いだということだけでもこれ以上ないほどに幸せを感じるというのに、さらなる喜びを贈ってくれるだなんて。自分はどれほどの幸運に恵まれているのだろう。きっとこの瞬間、ユニスは国一番の幸せ者だと言える。

　大胆にもカウチから飛び降りてディーングラードの胸に飛び込んだ。彼はその広い胸で受け止めてぎゅっと抱き締めてくれる。

「私、こんなに幸せでいいのでしょうか？」

「いいんだよ。俺だって今めちゃくちゃ幸せだ」

　幸せな二人がくちづけを交わす。

　するとそこには一切迷いのない、無上の愛だけがあった。

「…………ンんっ…………ぁ…………ディーングラード……様……」

　最初は合わせるだけだったくちづけも、角度を変えて何度も重ねていくうちに深くなり、ディーングラードの厚い舌が歯列を舐める。ざらりとした感触に仄かな気持ちよさを感じたユニスは驚いて小さく喘いで口を開く。すると、ディーングラードはその隙を狙って舌を潜り込ませた。

　自分の体内に誰かの一部が入るという未知の経験に腰が引けたが、腰に回されたディーングラードの手が逃げることを赦さなかった。ガッチリと囲いこむ腕は力強いのに、口内を撫で上げる舌は優しい。ユニスの様子を窺うように動き回り、どこが感じるのかを探っているようだった。

　けれどもユニスはそれについて行けずにただただ翻弄される。舌の感触も腰を撫でる手も唇の熱さも。それを享受するだけで精いっぱいなユニスは、このあとどうなってしまうのだろうと期待と不安を持った。

　ふと、ユニスの頭の中にイングリットの付き添いで一緒に受けた房事の教育についてあれやこれやが浮かんできた。

　ディーングラードの部屋。部屋にはベッド。お誂え向きだ。

　考えれば考えるほどにこの胸が高鳴る。心臓が壊れてしまいそうなくらいに、激しく。

「…………ディーングラード様」

　唇が離れた一瞬、堪らず彼の名前を呼ぶ。目を開けて熱い吐息を吐けば、目の前には彼の切れ長の目が。奥にある金の瞳が欲に濡れ、頬も紅潮している。そして何より切なそうにこちらを見るその顔に、ユニスはきゅんと胸を締め付けられた。

「ユニス…………もっとお前に…………触れたい」

　――――彼がこんなにも自分を求めてくれている。

　そう思うと、ユニスもディーングラードを求める気持ちが加速して止められない。一旦は落ち着こうと声を掛けたが、それどころではなくなって、気持ちのままにキスを返す。

「私も……です」

　まだ離れたくない。一緒にいたい。できるなら、ディーングラードの最愛は自分なのだともっと実感していたかった。

　ディーングラードはあの屈強な腕をお尻の下に回してユニスを持ち上げた。慌てて彼の首に腕を巻き付けるが、さすが身体を鍛えているだけあって歩き始めても安定感がある。

　もちろん向かう先はベッドだ。まるで壊れ物を扱うように丁寧にベッドの上に降ろされ、彼が覆いかぶさってきた。下からディーングラードを見上げる体勢になったとき、緊張が最高潮になる。

　ベッドの上で男女がすることは寝る以外には一つしかない。房事の授業では恥じ入りながらも様々なことを学んだが、最後には『お相手の方にすべてを委ねるのです』と言っていた。『享受する快楽にただ身を任せてください』とも。

　だから、ユニスはドキドキはするものの不安はなかった。ディーングラードがユニスを酷く扱うわけがない。

　ドレスのボタンを外す手も丁寧で、むしろ焦れた顔をしながらも我慢をしてくれていた。そっと襟元を広げる手は熱くて、ユニスの肌が火傷してしまいそうなほど。ドレスの下から見えたシュミーズの肩紐を引き下ろし乳房がまろび出たとき、ディーングラードは欲情の吐息を漏らした。

「…………綺麗だ」

　男性に素肌を見せるのは恥ずかしい。自分の胸を見ても幻滅しないだろうかと一瞬不安が過ぎったが、彼はそんな素振りを一切見せずに艶のある声で褒めてくれた。それもまた恥ずかしいのだが、嬉しくもあった。

　最初はようやく慣れてきたキスから。唇にチュッと軽く口づけるとすぐに彼の唇は頬に移動した。いろんなところに唇を押し当てられて肌を啄まれてくすぐったくなる。

「…………ンぁ……んんっ……」

　けれども耳が食まれたとき、ゾワゾワとした気持ちよさが背中を駆け降りた。そしてその感覚は下腹部まで下りてきて、子宮がキュンと切なく啼く。

　――――あぁ、今からこういうことをするんだ。

　今感じた快楽は、ユニスに情交とはこういうものの連続なのだと知らしめた。

　唇は次に首筋に下りてきた。キスだけだった愛撫が舌で舐るというのも加わり、いよいよ息が弾んでくる。彼の舌が動くたびに肩が震え、下腹部が熱くなっていった。

　乳房に手が伸びてディーングラードの大きな手で包まれるのを、ユニスは見下ろし目の当たりにする。その手が動くたびに形を変える乳房。乳房だけではなく、その頂も快楽を感じるたびに硬くしこりピンと尖っていった。

「……んっ……はぁっン……あぁっ……」

　ディーングラードが指の腹で乳輪を擦ると腰に甘い痺れが駆け降り、その刺激を追うかのように舌で首筋を舐め上げられる。彼は首筋、特に耳の下辺りが弱いと掴んでいるようでそこを重点的に攻めてきた。それだけでも十分な快感だというのにさらに指先で頂を摘ままれクリクリと捏ねられると、もっと感じてしまう。

「……あぁ！　……あ……なに……？　ンぁあっ……あぁ……っ」

「感じてるんだな……可愛い」

　頂への愛撫はユニスに戸惑いの声を上げさせたが、そんな彼女をディーングラードがうっとりとした目で見てきた。

　彼はユニスが感じていることに喜んでいるようで、『もっと気持ちよくなってくれ』と言う。その言葉に戸惑いが薄れはしたが、さらに愛撫が激しくなっていった。

「ひぁっ！　……あ……あぁ……ンぁ……ぁふっ……ンん！」

　片方の胸の頂が舌で舐められ、もう片方も指で虐められるというそれぞれ違った刺激がきたことで、ユニスは堪らず腰を浮かせる。あの口の中を犯した舌が今度は頂を蹂躙している様子はとても淫靡で視覚的な刺激も強く、ユニスはどんどん高揚していった。

　口の中に頂を食まれ、存分に弄ばれたときはどうなってしまうのかと思った。まるで飴玉を舐めまわすかのように舌で転がされ、かと思ったら歯で甘噛みされて、最後には口で吸い付かれる。様々な刺激がユニスを襲い、ただただあられもない喘ぎ声を上げるしかない。

「はぁンっ……あぁ……ふぁっンぁ……んんっ！　……あぁ……あぁっ」

　胸への刺激がすべて下腹部に直結しているようで、徐々にそこに熱が籠もっていく。快感を得るたびに秘所が潤んでいくが分かって、身体がディーングラードを受け入れるための準備をしているのだと気が付いた。

　――――そこでディーングラードを受け入れるのだ。そして本当の意味で彼のものになる。

　それを想像したらゾワゾワとしたものが一気に身体を駆け巡って、ますます下腹部が切なくなった。自分でも分かるほどに秘所の奥から蜜が零れ出て、感度も良くなっていく。

　彼に触れられるすべてが気持ちよくて仕方がなかった。

「いい感じに身体の力が抜けてきたな。このまま俺に全部を委ねろ」

　ユニスはこくんと頷く。

　きっと彼にすべてを委ねたらもっと気持ちよくなれるし、ディーングラードに好きにされたいという気持ちもあった。ユニスのすべてをディーングラードで満たしてほしいのだ。

　ちゅくちゅく、という卑猥な音を立てながら頂を弄ぶ一方で、彼の手はゆっくりと下へと滑り落ちていった。指で脚を撫でるようにしてスカートをたくし上げ、太腿を露わにしていく。内腿をさらりと撫でられビクリと身体を震わせると、彼は頂から口を離して聞いてきた。

「こっちも……触っていいか？」

　懇願するかのような切ない顔の彼は、眩暈がするほどに色っぽかった。欲に濡れて高揚したディーングラード。普段でも魅力的だというのにさらにユニスの心を魅了する。

　無言で頷いて許可を出すと、彼はまたゆっくりと手を侵入させてきた。

　ドレスを脱がされドロワーズも脱がされて、一糸纏わぬ姿になったユニスを見てディーングラードは目を細める。じっくりと見られていると思うと恥ずかしくてその視線は耐え難くて。ユニスは顔を背けてそっと自分の恥ずかしい部分を手で隠した。

　だが、彼は無情にもそれを引き剥がして代わりに自分の手を秘所に添える。もうすでにしとどに濡れそぼっていたそこは、滑りをもって彼の指を迎え入れた。

「……ふっ……うぅンっ」

　秘裂を指でなぞられて擦られて。まるで蜜の滑りを楽しむかのように指を動かされる。徐々に馴染んできたところで、もう少し深く潜り込んできて今度は指二本で媚肉を擦りあげてきた。先ほどまでソワソワとくすぐるような快楽だったものが、急に強いものになっていく。ユニスは勝手によがってしまう身体がどうにかなってしまいそうで、敷布をギュッと握り締めた。

　ディーングラードの手は淫らな水音が大きくなればなるほどに中へと深く潜り込んでいく。それと同時に親指で陰核を擦り付け、ますますユニスを追い上げていく。もうすでに指は隘路を掻き分けて奥を突き、膣壁をくにゅくにゅと撫でていた。

「ひぁんっ！　……あ……そこ……あぁンぁ……ひぃ……ンんっ！」

　今までの比ではないほどの刺激。ユニスはよがるどころか腰がビクンビクンと痙攣して、頭の中まで痺れるような感覚を味わう。特に陰核の皮を剥かれて直接刺激されると、稲妻に撃たれたような快楽が襲ってきた。それは処女のユニスにはとても受け止めきれないものだ。

「あぁンっ！　……やっ……まって……まってぇ……そこ……ひぅっ！　……だめぇ……っ」

「待たない。このまま気持ちよくなれよ」

　熱の籠もった吐息を漏らし、まるでディーングラードも快楽を味わっているかのように気持ちよさそうな顔をする。とろんと蕩けた瞳でその顔を見つめると、不意に唇を彼の口で塞がれた。今度は最初のときは違って少し乱暴に口の中を舌で犯していく。興奮しているせいで息が荒く、ユニスもそれに呼応していく。

　秘所を愛撫する指も激しくなり、快楽の得やすい陰核を重点的に責めてきた。ユニスはキスによる酸欠と、陰核から流れてくる強い快楽に思考が奪われていく。下腹部に熱がさらに籠もり媚肉がヒクヒクと震え始めた。

　何かが起こる。

　そう予感させるには十分なほどの身体の変化に翻弄されて、ユニスは怖くなって抗おうとした。けれどもそれをディーングラードが引き留める。

「言ったろ？　俺に全部を委ねろって。俺の指の感覚を追って……快楽に従順になれ」

　キスの合間にそう告げたかと思うと、すぐにまた唇を塞いできた。少しの隙間もないほどに、深い繋がり。

（…………何か…………きちゃうっ！）

　下腹部から競り上がってくるものに逃げるすべなくユニスは追い上げられて、キスをされたまま絶頂を迎えた。

「んん――――！　……んっ！　ンんっ！　んっんっ……！」

　口の中でくぐもった嬌声が上がり、それをディーングラードが吸い取るように唇をきつく吸う。頭の中がバラバラになってしまうほどの強烈な快楽に身体が突っ張り、驟雨のように何度も押し寄せる波にビクンビクンと飛び跳ねた。

「……ぷはっ……あ……あぁ……」

　余韻が抜けない。唇を離されても指が膣の中から抜けても気持ちよさにふわふわとした浮遊感が続いた。

「偉いな。ちゃんと快楽を追えた。…………おかげでもう顔がトロットロだ」

　ディーングラードに褒められるのは大好きだ。覚束ない頭でも喜びユニスは微笑む。

　すると彼はユニスの太腿を掴み持ち上げて大きく開いた。膝が胸に付くほどに大胆に。そしてぐずぐずに解れた秘所を見つめる。

「ここも……俺のがもう挿はいるほどに……トロトロだな……。なぁ……？　ユニス」

　――――恥ずかしい。そんな自分でも見たことのない箇所を彼にまじまじと見られて、ユニスは思わず手で顔を覆った。

　カチャカチャと金属音が聞こえてきてふと指の隙間からその音の方向を見ると、ディーングラードはベルトを外しトラウザーズの前を寛げているところだった。そして中から立派にそそり立った屹立を取り出す。ユニスは初めて見る男性のものと、そしてその大きさに驚いた。

（…………あんな大きなものが……私の中に……？）

　彼は身体が大きいからかその屹立も立派なもので、見た目も赤黒くてグロテスクだ。本当に受け止めきれるのか怯えてしまうほどに。

　最初はどうしても痛いのだという。破瓜の痛みは女性として成熟するための儀式のようなもので、忌避するものではないのだと教わった。けれども果たしてそれは耐えられる痛みなのだろうかと、あの屹立を前にして思う。

「大丈夫だ。無理矢理挿れたりしない」

　けれどもディーングラードがそう言うので、少し緊張はするもののこの身体を預けた。

　秘所に屹立をあてがわれ、穂先を秘裂に馴染ませるように擦られる。その際敏感になっている陰核も刺激されるのだ、そのたびにユニスの身体はビクリと飛び跳ねた。

　くぷっと音を立てて穂先が差し込まれ、いよいよかと身体に力が入った。

「ゆっくり息を吐け。そう……深く、ゆっくりと」

　ディーングラードの優しい声に合わせて深呼吸をすると、徐々に身体のこわばりが解けてくる。ある程度力が抜けたところで、ディーングラードは屹立をユニスの中に潜り込ませ始めた。

「あぁ……あ……あっ……あぁっ！」

　我慢強くゆっくりと中を暴いていっているのだろう。けれどもやはり大きなものを見通のそこに咥えこむのは思った以上に大変で、痛みと圧迫感にユニスは喘いだ。空気が咽喉からすり抜けて徐々に声にならない声になっていく。

「…………悪い…………もう少し…………っ」

　ディーングラードも隘路に苦労しているのか、息を弾ませながら謝ってきた。声が上擦り切なそうに眉根を寄せている。ユニスは先ほどの彼の言葉を思い出して、また身体の力が抜けるように深い深呼吸を繰り返した。

　ようやくディーングラードのすべてを受け止められたときにはもう涙で顔がぐちゃぐちゃで、彼は舌で涙を舐めとりながら何度も謝ってきた。そして『ありがとう』とも。

　溢れ出る生理的な涙はどうしようもないけれども、それでもユニスも今のこの幸せな気持ちを伝えたくて彼に『嬉しいです』と伝えたら、力強く抱き締めてくれた。ユニスも背中に手を回して抱き返す。

　しばらくその体勢で二人でキスをしたり見つめ合ったりしていたが、ユニスの中で彼の屹立が待ちかねているようにビクビクと震えているのに気が付いた。少し恥ずかしかったがこのままでは彼も辛いだろうと、勇気を振り絞る。

「……あの……もう、大丈夫ですよ？　…………う、動いても……私、大丈夫です」

　しどろもどろになりながらそう話すユニスに、ディーングラードは困ったように笑う。けれどもユニスの心意気を汲んでくれたようで、また『ありがとな』と言ってゆっくりと腰を動かし始めた。

　やはり動くと鈍い痛みがあって少し辛い。それを察したのかディーングラードは秘所に手を伸ばして、陰核を弄り始めた。それにより痛みよりも気持ちよさが突出し、苦痛を忘れる。

「……はぁ……んっ……あぁっん……あっ」

　膣の中よりも快楽を得やすい陰核を愛撫されたことで、ユニスの身体は一気にそちらの感覚に引っ張られて力が抜けてくる。奥の方から蜜がとろりと溢れてきて、滑りがよくなったのか彼も少しずつ律動を速めた。

　最初は内臓が潰されると思うほどに感じていた圧迫感も薄まり、少しずつ慣れていったユニスの身体は陰核からだけではなく中からも気持ちよさを得られるようになっていった。

（――――凄い……本当に気持ちよくなってきた）

　夜の営みは慣れなければ苦痛を伴うが、慣れてしまえば気持ちいいものなのだと聞いた。男女が心を通わせれば身体もまたそれに順応していくのだと。

　これから、この先も。ディーングラードと愛し合い、この身体も彼に愛されるための身体になっていく。

　――――ユニスのすべてが、彼の色に染まっていく。

　それは味わったことのない幸せ。

　家族と一緒に笑い合う幸せとも、イングリットの側にいて好きな仕事をする幸せとも違う。与えられる幸せ、喜び。

「…………はっ……ぁ……ユニス……イく……っ」

「……あぁ……ひぁっ……ン……ディーン……グラードさまぁ……あぁ！」

　切羽詰まったような甘い声が耳に吹き込まれて、ユニスの中で身体を焦がすほどの熱がぶわっと沸き上がってくる。それに引っ張られるように快感がユニスのすべてを支配しはじめて、腰から甘い疼きが頭まで駆け上がってきた。

　ディーングラードが強く腰を打ち付けると、この身体が高みに追い上げられていく。彼が何度か小刻みに震えて熱い吐息を吐くと、中の屹立もビクビクと動いた。

　ユニスの中で果てたのだと気付いたのは、彼が『お前も……』とまだ中で達することのできないユニスのために陰核を激しく愛撫し始めたからだ。ディーングラードの白濁とユニスの蜜を掻きませながら陰核が擦られ、ユニスもほどなくして絶頂を迎える。

　二度目の絶頂は一度目よりも深く長いもので、いつまでも浮遊感に包まれた。

　恍惚の顔で空を見つめるユニスをディーングラードが覗き込み、その優し気な金の瞳を見つめる。

　瞳の中のユニスはとても幸せそうだった。










第三章











（凄く……綺麗……）

　鏡に映った自分のドレス姿についつい見蕩れてしまう。

　オフショルダーのバッスルドレス。ラベンダー色が似合うのではないかというディーングラードのお薦めに従い選んでみた逸品だ。

　パールとビジューが胸元に模様のようにあしらわれており、スカートにはプリーツとレースのフリルがついている。しかも中の生地にいけばいくほどに白い生地になっていき、グラデーションのように折り重なっていた。

　動けばフリルが綺麗に揺れる。まるでお伽噺のお姫様のようになったユニスは、満足そうに微笑む。そして自分の胸元へと視線を送った。

　ディーングラードはドレスの他に装飾品としてネックレスも贈ってくれたのだ。シンプルに一粒の宝石がトップについているものだが、その宝石がディーングラードの瞳の色と同じシトリン。

『悪い虫が寄ってこねぇように』

　そう少し憮然とした顔で言う彼は、案外独占欲が強いのかもしれない。

　もちろん彼に独占されるのであれば大歓迎なユニスは喜んで受け取った。普段は仕事中に引っかかったり落としたりしたら大変なのでお守りのように小さな巾着に入れてポケットに入れているが、今日は身に着けた。これを首から下げたユニスを見たときの彼の顔が実に楽しみだ。

　そうこうしているうちに時間となり、ユニスは大慌てで出る準備をする。

　今日はユニスにとっては晴れの舞台。

　ずっとイングリットと交わしていた一緒に夜会に出るという約束をようやく果たせる日なのだ。

　今日は他の侍女が特別にイングリットの着替えを担当してくれているので、ユニスはそれを最終確認するだけでいいのだが、どうしても彼女の様子が気になって仕方がなかった。

　イングリットに今日の夜会にも出られないのかと打診を受けたので、ディーングラードからドレスを贈られたと話すとそれはそれは大層喜んでくれた。ユニスに抱きつき、何度も『おめでとう』と言いながら。

　もちろんドレスがあるということは夜会に行けるのよね？　と当然のように聞かれたのでようやくユニスは胸を張って返事ができた。イングリットの侍女になって三年。何の後ろめたさもなく彼女の隣に立てるのだ。

　だが一方でイングリットの心に影を落とす出来事もあった。実は今日の夜会は隣国の王子がやってきて、正式にクラリッサとの婚約を発表する。

　あれから徐々に冷静になり現実を受け入れ始め、クラリッサとも少しずつ話し始めた矢先のことだった。

　おそらく相当ショックだっただろう。イングリットはその話を聞いたとき、顔が険しくなりしばらく動けなかった。

　それでもイングリットは婚約を受け入れようと努力をしていた。素直になれずにクラリッサと面と向かって話すことはまだ無理だったが、怒りは消え失せて現実を冷静に見つめようとしていたのだ。

　だからこそ今日の婚約発表の場に臨む彼女が心配だった。

「イングリット様」

　部屋に入って彼女の名前を呼ぶと、花が綻ぶような眩い笑顔をユニスに向ける。

「さすがはユニスよね。自分には何が似合うかよく分かっているのね」

　開口一番がドレスの評価なのだから彼女らしい。彼女らしくてユニスはホッと胸を撫で下ろした。

「ふぅん……あの無粋そうな男にしては気が利いた贈り物よね。後で褒めておかなくちゃ」

「ディーングラード様はああ見えて気遣いの方ですよ。とてもお優しいです」

「惚気ね。…………まぁ、ユニスが幸せなら私はいいのだけど」

　イングリットは本心を小さな声でしか言ってくれないのでなかなか分かりづらくはあるが、彼女にとってこのドレスは合格点のようだ。そしてディーングラードのことも認めてくれている。

　この調子でどうにかクラリッサにも素直になれればいいのに。ここ最近はそのもどかしさに歯噛みをするばかりだ。

「この間ね、一応クラリッサにちゃんと伝えたの。今日は一番好きな、あのビリジアングリーンのドレスにするって」

「そうですか。頑張られましたね」

　イングリットとクラリッサは双子ゆえかその容姿が似ているために、同じ衣装を着ることを好んでいた。毎回パーティーに出るときはイングリットが指定し、二人で同じドレスを着るのだ。

　初めて見る人はどちらがどちらか分からなくなるそうなのだが、それがまた滑稽で面白いのだとイングリットは言う。イングリットはクラリッサで、クラリッサはイングリット。二人は一つでいつも一緒。まるで同じ格好をした二人はそれを周りに知らしめているようだった。

　きっとイングリットはそれを仲直りのきっかけにしたかったのだろう。以前のように同じ格好で隣に並びたいと、元の二人に戻りたいという合図だ。

　ユニスもまたそれを期待していた。イングリットがこの苦難を今乗り越えようとしているのだと。

　ところがイングリットに頼まれてクラリッサの様子を見に行っていた侍女が帰ってきて、その期待は見事に裏切られた。

「…………何？　どういうこと？」

　イングリットの顔が気色ばみ、わなわなと震え始める。

　ユニスもまさかそんなことになるとは思いもしておらず、ただただ動揺した。

「だって……私クラリッサに直接言ったのよ？　あのドレスにするって……ビリジアングリーンの、二人でもう大人ねって喜んだあのドレスを着るって……言ったもん」

　イングリットが泣きそうだ。ユニスは咄嗟に彼女の背中を宥めるように撫でた。

「…………ですが実際クラリッサ様はそのドレスではなく、王太子に贈っていただいたドレスを着ておりました」

　知らせに来た侍女もまた心苦しいのだろう。言葉を選んで確実な真実を知らせようとしているが、結局はイングリットの怒りに火を付けるだけだった。

「嘘よ！　クラリッサが私を裏切るわけないわ！」

　悲痛の悲鳴を上げた彼女は部屋を飛び出した。ユニスもその後を追う。

　向かう先はクラリッサの部屋だ。クラリッサに会って真意を確かめようとしている。けれども自分とお揃いではないドレスを着たクラリッサを見たとき、果たしてイングリットは冷静でいられるだろうか。嫌な予感が頭を過ぎる。

　イングリットは明らかに頭に血が上っている。どうにか取り返しがつかなくなる前に諫めなければと懸命に走る。他の侍女も追い付こうとするも、その一歩手間でイングリットは部屋の扉を開けてしまった。

「クラリッサ！」

　ノックもせずに開け放たれた扉の向こう。部屋の中にいたクラリッサを見て、イングリットは立ち尽くす。ようやく追いついたユニスが彼女の顔を覗き込めば、必死に涙と怒りを堪えていた。

　クラリッサが着ていたのはやはりイングリットとお揃いのドレスではなかった。極力肌を見せないように作られたのであろうシャンパンゴールドのドレス。細身のバッスルをつけているのかスカートの盛り上がりが少なく、慎ましい印象を受ける。だがその先の裾が綺麗に広がり、物静かなクラリッサにはとても似合っていた。言葉を換えれば大きくスカートを膨らませてくびれを強調し、装飾も華美なイングリットとは正反対のドレス。まるで、クラリッサ個人の本質を際立たせるようなドレスだった。

　それをイングリットが受け入れられるわけがなかった。

「イングリット……」

　慌てる様子もなく突然の来訪者を迎え入れたクラリッサの態度も怒りを煽ったのだろう。イングリットはツカツカと彼女の目の前まで歩いて行った。

「…………どういうつもり？　私はビリジアングリーンのドレスと言ったはずよ」

「ええ。私もそう聞いたわ。けれども今日という日のためにドレスを贈ってくださったリヒター様のお気持ちは無下にはできないわ」

「じゃあ私の気持ちは蔑ろにしてもいいって言うの?!」

　クラリッサの言葉にイングリットが物凄い勢いで噛み付く。けれどもクラリッサは動じることなくその怒りを受け止めていた。おそらくすべてを覚悟で王子から贈られたドレスを着たのだろう。

　クラリッサの決断は外交面では正解だ。これから婚約者になる人の贈り物を、ましてや友和の証しとして嫁ぐクラリッサが私的な感情で無下にしていいはずがない。仕方がない選択だったと誰しもが理解できた。

　だが、イングリットの中には裏切られたという怒りが業火となり荒れ狂う。冷静な判断ができずにただ感情のままに怒鳴りつけた。

「ずっと一緒だったのよ?!　ずっとお揃いにしてきたじゃない！　それなのにここにきて……もう最後なのに……もう一緒にいることができないのに……それなのに……っ」

　あぁ、そうか。イングリットはもうクラリッサが隣国に嫁ぐことを認めていたからこそ、クラリッサが他のドレスを着るのを赦せなかったのだ。最後の最後、嫁いで離れ離れになってしまうまでは一緒がよかった。仲睦まじい姉妹でいたいと願ったのだろう。

　もうこうやって隣に並ぶことなど、ほとんどなくなるのだから。

「ごめんなさい、イングリット。でも分かって。私たちは双子だけど一緒じゃないの。すべてが一緒じゃない。『イングリットとクラリッサ』ではなくて、ただの『クラリッサ』でいたいの。イングリットの付属品じゃない、一人の女性として堂々とリヒター様の隣に立ちたいのよ！」

「何言って……！　クラリッサが付属品なわけなないじゃない！　馬鹿なこと言わないで！　貴女は一人でも十分しっかり立っているじゃない！」

「それはイングリットには周りが見えていないからよ。貴女はこの国の太陽だから……誰よりも輝いていて周りなんか見えないわ」

「何よそれ！」

　今にも取っ組み合いの喧嘩になりそうな二人の距離に、ユニスは間に入る。だが、両者とも互いを睨み付けていがみ合っていた。

　冷静だったはずのクラリッサも感情が高ぶってきたのだろう。今まで聞いたことのないような本音を吐き出した彼女に、はこの場にいる誰もが驚いた。

　ずっと胸に仕舞い込んでいたイングリットへの嫉妬と、そして羨望。嫁ぐことになり彼女の中に色濃く出始めた感情なのだろう。

　しかし、イングリットにとっては心外な話だ。勝手なことを言われて彼女が黙っていられるはずがない。

「クラリッサに私の何が分かるのよ……！　勝手に決めて勝手に遠くに行こうとして！　全部全部私に内緒で！　ずっと私が嫌いだったんでしょ?!　だからこんなことするのよね?!」

「違うわ！」

「違うものですか！　これ見よがしにそんなドレス着て！　私が傷つくと思わなかったの?!」

「それは…………」

　クラリッサがここに来て言い淀む。何も言えないのだ。事実それは想定済みの上での行動だったのだから。

　だが、その態度がとうとうイングリットの怒りを最高潮まで追い上げた。顔を真っ赤にして興奮し、癇癪を起こす。

「そんなドレス似合わない！　…………そんなの…………そんなのっ！」

　ユニスはハッと気付く。イングリットがローテーブルに置いてあった花瓶を手に取ったのだ。

　何も考えずに身体が動いていた。ただ最悪な事態を避けようと。それだけだった。

「きゃっ！」

　クラリッサの悲鳴が聞こえてきて、次に周りのどよめきも聞こえてきた。

　ユニスはただそれを聞きながら、全身に感じる様々な衝撃に耐え目を閉じ続ける。見なくても大惨事になっているのは予想がついた。

「ユニス?!」

　自分の代わりに花瓶の中の水を全身に浴びたユニスを心配するクラリッサの声がする。他の侍女たちの心配そうな声も。

　ただ一人、イングリットの声が聞こえてこなくて、ユニスは心配になってゆっくりと目を開けた。

　――――案の定、彼女は青褪めて震えていた。

　可哀想に、これは本心からの行動ではなかったのだろう。怒りのままに衝動的に花瓶の中身をクラリッサに被せて、ドレスを台無しにしようとした。だが、その前にユニスが立ちはだかってしまったのだ。

　結果水を被ったのはユニス一人で最悪の事態を免れたが、イングリットを動揺させるには十分だった。

「…………あぁ……どうしよう……ユニス、ごめんなさい……ユニス……あ……あ……私何てこと……っ……どうしよう……どうしよう……」

　悲鳴のような声を上げて自分のしでかしたことにショックを受けるイングリットは、何度も『どうしよう』と繰り返す。そのうちショックが深いのか、呼吸が速くなり間隔が短くなっていった。咽喉が引き攣るような音が聞こえ始め、過呼吸になっていると気付く。

「クラリッサ様お願いです。イングリット様を抱き締めてあげてください」

　できれば自分がそうしたいが、綺麗に着飾った彼女にずぶ濡れのまま触れるわけにもいかずにクラリッサにお願いをする。彼女は強く頷きそっとイングリットに寄り添った。

「大丈夫よ、イングリット。落ち着いて、ゆっくりと息をして。……そう……ゆっくりよ。私に合わせて」

　背中を擦りながらクラリッサが優しくそう語りかける。二人で呼吸を合わせながら何度も息をゆっくりと深く吸っては吐くを繰り返すと、イングリットはだんだんと落ち着きを取り戻していった。

「ごめんなさい……ユニス……本当にごめんなさい。私、貴女の大切なドレスを汚してしまった……。とても大切だって知っていたのに……あんなに綺麗だったのに……私が……台無しに……」

　緑の瞳から大粒の涙をポロポロと流しながら、イングリットは懸命に謝ってくる。どれだけユニスがドレスを大事にしていたか、それを知っていたのに愚かなことをしたと懺悔をするのだ。ごめんなさいと謝る子供のようにしゃくりを上げて。せっかくの化粧も涙でこそげ落ちて酷い有様だった。

　けれども、ユニスは首を横に振る。

「イングリット様。私ではなく、先にどうぞクラリッサ様に謝ってください。もしもあの水が私ではなくクラリッサ様に浴びせられていたら大変なことになっていました。もしかすると王子殿下の怒りを買ったかもしれない。とんでもないことをしようとしていたんです。それは分かりますね？」

　静かに優しい声でそう諭すと、イングリットは唇を引き結び首を縦に振る。

　そしてクラリッサを涙でいっぱいの目で見て、くしゃりと顔を崩した。

「ごめんなさいクラリッサぁ……ごめんなさい……ごめんなさいぃ……」

「私もごめんなさい、イングリット。ごめんなさい」

　二人で抱き締め合う。その姿はいつもの仲のいい二人の面影。ようやく素直になれたイングリットと、同じように謝るクラリッサの和解の姿だった。

「私ね、ずっとイングリットに内緒にしていたことがあったの。だからずっとそれが後ろめたくて仕方がなくて。どこか頑なになっていた部分もあったのよ」

「内緒……？」

　イングリットが首を傾げると、クラリッサは苦笑いをしながら答えた。

「最初にリヒター様に会ったとき、私イングリットに成りすましたの。彼はイングリットと結婚するつもりだったけど、私が彼を好きだったから。一目惚れしたから……どうしても彼をイングリットに渡したくなくて……」

「えぇ?!」

　ここで初めて明かされる真実にイングリットだけではなく、この部屋にいた誰しもが驚きの声を上げた。まさかこの婚約の裏にそんなことがあったなど誰も知る由もない。

　ただ一人申し訳なさそうに顔を真っ赤に染めるクラリッサは、自分の恋心のために奔走し必死だったのだ。

「だから私の方こそごめんなさい。でもイングリットの恋を諦めてほしくないから婚約を受け入れたことも半分は本当。私も叶わないと思っていた恋に必死だったから、イングリットの気持ちが痛いほど分かるもの……」

「だからって……もう……馬鹿じゃないの？　初めから言ってくれればこんなことにならなかったじゃない」

「言えるわけないわ。もし言っていたらイングリットは絶対にお父様やリヒター様に婚約の撤回を申し立てるでしょう？　最初に会ったのはクラリッサでイングリットではないって。本物はこっちだって。……それにそんな卑怯なことをしてしまった自分も恥じていたの。結局イングリットの名前を借りないと何もできない臆病者でもあるって思われるのも怖かった」

　愛しているから卑怯な手を使ってでも手に入れたい。けれども大好きだからそんな自分を知られたくない。クラリッサはイングリットと喧嘩している最中に、その二つの感情の間で揺れ動いていたのだという。

　イングリットに負い目があるからこそ、頑なになってしまいここまで拗らせてしまったのだろう。

「とりあえずはお二人で話し合いませんか？　時間まであともう少しありますし、それまでにじっくり話して本当の意味での仲直りをしてください。ね？」

　互いの気持ちを整理するにはもう少し話し合いが必要だろうと判断したユニスは、二人にそう提案する。二人は同時に頷いてそれを望んだので、ユニスは他の侍女を伴って部屋を出て行こうとした。

「ユニス！」

　だが、その寸前にイングリットが呼び止める。

「本当に、本当にドレスごめんなさい！　絶対に弁償するから！　アレスには私も一緒に謝るわ！　一緒に綺麗に洗うし何でもするから！」

　ユニスへどうにか償いをしたくて、イングリットは思いつく限りを言い並べた。何度謝っても謝り足りないと、その必死さがひしひしと伝わってきた。

「イングリット様、ドレスの汚れは洗えば落とせます。けど人の縁は一度汚れてしまったらなかなかそれを落とすことは難しいです。今回、汚れたのがドレスでよかったんですよ。それにクラリッサ様の侍女の方々は優秀な方ばかりなので、花瓶の水も今朝換えたばかりでしょうからほとんど水です。軽く洗って干せば元通りですよ」

　微笑んで言えば、イングリットはまだ申し訳なさそうな顔をしていたもののどこかホッとしているようだった。

「ありがとう」

　聞こえてきたお礼の声は同時に二つ。

　あぁ、ようやくいつもの二人だと安心したユニスは、静かに扉を閉めた。




（…………ディーングラード様に何て謝ろう）

　他の侍女にあとはすべてを任せて部屋に戻ったユニスはドレスを脱ぎ、洗って汚れを落として乾燥させて。一通り落ち着いたころにふと思う。

　ディーングラードは一度試着してみせたユニスを見て、随分と喜んでくれていた。

『こんなに綺麗なお前を他の男に見せるのはもったいねぇな。でも隠しておくのももったいねぇし。悩む……』

　そう真面目に言っていた彼もまた、今日という日を楽しみにしていた一人なのだ。

　ずっと頭の中で想像していた。大広間で会った彼はどんな反応を見せてくれるのだろうかと。『綺麗だ』とまた褒めてくれるのだろうか。それともやはりもったいないと言うのだろうかと。

　結局それが叶うことなくいつもの地味なドレスを着てここにいるわけなのだが。

　一抹の寂しさと残念さと。けれどもずっと気がかりだった二人の仲が元通りになった安堵も混ざって複雑ではあるが、今はあれでよかったのだと思っている。できれば穏便に、ドレスを汚さずとも済む方法がよかったのだろうが、あの場でそれを考えられるほどユニスは器用ではなかった。

　今はイングリットも落ち着いて二人でパーティーに出ているころだろう。

　ユニスの部屋は大広間から距離があってその騒がしさや雰囲気などはまったく伝わってこないが、時間は開場の刻限を指していた。二人が皆の前でまた仲睦まじい姿を見せてくれていると信じている。

　またいつかこのドレスを着て、今度こそ晴れの舞台に出られる日を願ってユニスはそっとスカートを撫でた。

　すると、部屋の扉をノックする音が聞こえてきた。

　もしかしてイングリットの手直しを頼みに来たのだろうかと、慌てて扉を開けるとそこには思ってもみない人物が立っていた。

「…………ディーングラード様?!」

　驚きのあまりに声を上げると、彼は苦笑する。何故パーティーに参加している彼がここにいるのか分からず目を白黒していると、ここまで道案内をしてくれたのであろう侍女がユニスにそっと耳打ちする。

「イングリット様のご配慮よ。きっと貴女が落ち込んでいるでしょうからって、アレス様に直々にお願いしに行ったの」

「イングリット様が？」

　今は賓客との挨拶にダンスにと主役のクラリッサと同じくらいに忙しいだろうに、わざわざディーングラードに言いに行ってくれたのだ。ユニスのために。贖罪の意味も込めて。

「姫さんが俺のところに来て、ボロボロと泣きながら謝ってくるんだよ。『ユニスにも貴方にも酷いことをしてしまった』って。んで、できれば今すぐにでもユニスのところに行ってあげてって言われてな。…………大変だったな、ユニス」

「ディーングラード様……」

　彼の気遣う顔を見ていたら、涙腺がついつい弱くなってしまう。ツンと鼻が痛くなって熱いものが込み上げてくるが、ユニスは飲み込んだ。

　一緒に来ていた侍女が『こちらは大丈夫だから』と言って部屋を退室すると、ディーングラードと二人きりになる。彼は真っ直ぐにドレスの元に行ってじぃっと見つめた。

「被ったのはほとんど水だって言ってたけど、汚れは落ちたようだな」

「はい。花瓶の水でしたから多少は洗う必要はありましたが、御覧の通り濡れているだけでほとんど被害はありません。乾いてしまえば元通りです」

「よかったな」

　ユニスも彼の隣に立ち、ドレスを見つめる。そして申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「被害は最小ですが……申し訳ございません。私、もう少しでディーングラード様にいただいたドレスを台無しにしてしまうところでした。せっかく私のためにと贈ってくださった大事なドレスだったのに。考えなしに目の前に飛び出してしまって……本当にごめんなさい……」

　決してディーングラードの気持ちを蔑ろにしたわけでも、ドレスを軽んじたわけでもない。それだけは彼に知っていてほしかった。

　本当に嬉しかったし大事にしたいと、一生の宝物だと今も思っているのだと。

　するとディーングラードは震えるユニスの手を取って引っ張って行く。そしてベッドに腰掛けると、目の前に立つユニスに『ん』と両手を差し出した。

　膝の上に乗れということらしい。

　躊躇したが、結局ディーングラードが強引にユニスを引っ張り上げた。そして上に乗るどころか彼を跨がる形で座ることになる。

　腰とお尻をがっちり掴まれて下りられず、恥ずかしさに顔を真っ赤に染めながらディーングラードを戸惑いの目で見る。そんなユニスに、彼はフッと柔らかな笑みを浮かべた。

「俺はお前の気持ちを疑ったことなんかねぇよ。お前が何に対しても一生懸命だってことも知ってるし、無茶やらかすのも知っている。だからそんなに気に病むなよ。今日は残念だったけど、ドレスはまだあんなに綺麗じゃねぇか。何一つ汚れても色褪せてもいねぇよ。ドレスも、――――俺の気持ちも」

　だからそんな顔をするな。彼は優しく言ってくれる。チュッと軽く口づけもしてくれた。

　現金なことにユニスはその言葉だけでよかったと嬉しく思う気持ちが溢れ出て、彼の頭を掻き抱く。

　ディーングラードは優しいけれどもやはり心配だったのだ。ドレスしか取り柄がない自分がそのドレスを汚してしまうなど、幻滅されてしまうのではないかと。自分に自信がないからどうしても後ろ暗い方向に考えてしまう。

　でも、ディーングラードはそんなユニスを優しく包んでくれる。言葉で癒やし、そのぬくもりで温めてくれる。自分にはもったいないほどの人だが、それでも側にいて愛してくれる。誰にも渡せない幸せだった。

「…………大好き、ディーングラード様。大好き……大好き……」

　この気持ちが一つでも多く伝わるように強く抱き締めて何度も繰り返すと、不意に彼の手がお尻を撫でた。『きゃっ』と声を上げてその手の主を見ると、彼は口を尖らせて言う。

「あのなぁ……こういうときにそういう可愛らしいことを言うなよ。我慢できなくなるだろ？」

　そう言われてみると、ユニスが彼の頭を掻き抱くことでちょうど顔が胸に埋まるような形になっており、自分が破廉恥なことをしていたと気が付いた。慌てて離れようとしたが、その前にディーングラードが動く。

「でぃ、ディーングラード様……！」

「これはお前が悪い」

　そう拗ねるように言う彼は、さっそく胸元に舌を這わせてスカートも手でたくし上げ始めた。不埒な動きをする彼の手に戸惑いながらも、ユニスは触りやすいように身体を密着させた。

「服……脱がせちゃダメです。誰かが来るかもしれないから……」

「あぁ……じゃあこのまま……」

　ドロワーズの腰紐を解き、ユニスも手伝いながら足から引き抜いて露わになったお尻を撫でつける。最初に結ばれたときから幾度となく身体を重ねてきたユニスは、もうその先を期待して胸を高鳴らせた。そして、下腹部も熱くなり秘所の奥から蜜がとろりと溢れ始める。

　ディーングラードに触れられるのはいまだに緊張するけれども、好きだ。激しいほどにその情熱をぶつけてくる彼を愛おしいと思うし、ユニスをとことんまで求めてくれるのだと思うと幸せで仕方がない。

「……はぁ……んぁン……ンんっ……あ……あ……」

　秘所に伸びてきた彼の手が触りやすいようにスカートを持ち上げて、その指を迎え入れる。くちゅり、と卑猥な音を立てた秘所はもう濡れそぼり、難なく呑み込んだ。

『……もうすっかり俺の形だな』

　先日彼は嬉しそうにそう言ったが、身体を合わせるほどにそれを色濃く実感する。ディーングラードだけのユニスなのだと。そうなりたくて身体が変わってきていると。

「……ひぁんっ……あぁ……あ……っ」

　だから指で中を擦られるだけでも頭の中が痺れてしまうほどの快楽を感じるし、もうすでに彼に身体を預けないと体勢を保っていられないほどによがってしまっている。甘えるように彼の肩口に額を擦りつけて、感じるがままに甘い声を上げ続けた。

「なぁ、ユニス。お前はドレスを汚してしまったって落ち込んでいるけど、俺はこれから何度もお前にドレスを贈るつもりだ。何せ俺はお前の喜ぶ顔が好きだからな。一生かけてお前を喜ばせてやりてぇし、お前の夢のドレスだって一緒に実現したい」

「……あ……はぁ…………え？　…………あっ！　…………あぁンっ！」

　彼はその逞しい腕でユニスの身体を持ち上げたと思うと、その屹立を秘所にあてがい一気に貫いた。その衝撃にユニスは背中を反らし、一気に押し寄せた快楽に悶えた。

「……あ……あぁ……」

　か弱く喘ぎながら強烈な感覚をやり過ごそうとしたが、落ち着く前にディーングラードがユニスを揺さぶり始める。膝を抱えられて下から力強く突かれるので、ユニスは落ちてしまわないようにと彼の首に手を回して必死に掴まった。

「ひぁっ！　あっ……あっ……あぁンっ……あぁっ！」

　激しい動きをもって屹立がゴリゴリと膣壁を抉るのと同時に最奥を穿ってくるので、狂おしいほどの快楽がユニスを襲う。秘所はそれに合わせて蜜をトロトロと垂れ流し、媚肉もキュンキュンと切ないほどに屹立を締め付ける。

ぐちゅぐちゅと聞こえてくる蜜が掻き混ざる音は彼の激しさと、ユニスがどれほど感じてしまっているかを如実に知らしめてきた。

　――――頭がおかしくなりそう。

　ディーングラードから与えられる快楽に酔いしれ、そして彼の甘さにも溺れてしまいそうになる。むしろ彼がすべて溺れてしまえと耳元で囁くのだからたちが悪い。

　誰かに頼ったり甘えたり。それが今までできなかったユニスにとってそれは戸惑いを生み、また喜びも生んだのだ。誰かに守られ愛される喜びを。

「……あぁ……ディーングラード……さま……わたし、もう……んぁっ」

「あぁ……イケよ…………俺も一緒に……っ……くっ」

　ビクビクと腰が震えて自分の限界が近いことを告げると、彼はスパートをかけるように腰の動きを速めた。突かれるたびに下腹部に熱が集まり、中もその準備をするように蠢き始める。

　もう達してしまう……と思ったところで、ディーングラードに口を塞がれて、舌を思い切り吸い付かれた。その気持ちよさでまた秘所がきゅんと締まると、ディーングラードが小さく喘ぎ彼の屹立もまた膨張する。

「……んんっ……んぁ……あっ……あぁ！」

　快楽の塊が弾けて一気に押し寄せてくる絶頂の波。ユニスはあられもない声を上げながら果てた。ディーングラードもユニスの中でびゅくびゅくと白濁の液を吐き出し、気持ちよさそうに眉根を寄せている。

　ようやく波が落ち着いて彼にもたれかかると、労るように背中を撫でられ耳にキスをされる。この事後の甘い時間もユニスは大好きだった。

「――――なぁ、ユニス。ひとつ俺からのお願いっつーか、希望？　んー……俺の夢って言った方がしっくりくるな。その、俺の夢も叶えてほしいんだけど」

「は、はい！」

　ディーングラードの夢？　とユニスは気怠い身体を一気に覚醒させて彼の言葉に食らい付いた。

　戦争が終わって国を守るという夢が一旦落ち着いた今、次の夢を模索していると言っていた彼。そんな彼の夢のお手伝いをユニスができるのであれば、それは何としてでも叶えてあげたい。

　期待を込めて瞳で見つめると、彼は屈託のない笑顔を浮かべて幸せそうに言った。

「近い将来、俺のために純白のドレスを着てくれよ。俺はお前と結婚して一緒に暮らして、お前が待つ家に毎日帰る。そういう幸せを一生続けることが俺の夢なんだ。――――一緒に叶えてくれるか？」
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「…………これは悔しいけれど文句のつけようがないわ。綺麗よ、ユニス」

「ありがとうございます、イングリット様」

　ユニスのドレス姿を見た瞬間、いつもは批評を即座にし始めるイングリットが口籠もり、素直に褒めてくれた。初めてのことだったのでユニスも驚いたが、それでも少し悔しそうなのが彼女らしい。

「さすが長年夢として思い描いていただけあるわね。ユニスの好みがしっかりと反映されていて、これぞユニスのドレスって感じだわ。似合うわよ」

「イングリット様も今日もお綺麗です」

「当然よ」

　今日の彼女の着替えやドレスの選定にユニスは立ち会えなかった。どんな感じに仕上がってくるのかと楽しみにしていたが、彼女はユニスの想像を遥かに超えてきた。

　きっと今日は付き添いとしてカークがいるからだろう。今は遠慮して廊下にいるので姿は見えないが、きっと二人並んだ姿はお似合いだ。

　愛を得た女性はなおのこと美しく咲き誇る。最近のイングリットを見ているとことさらにそれを実感する。

　――――あれから一年もしないうちにクラリッサは隣国へと嫁いでいってしまった。最後の最後まで二人で仲睦まじく別れを惜しんだイングリットは、今は以前のように不貞腐れることもなく凛然としている。

　そして、『私、カークへの恋をもう少し頑張ってみることにした』と宣言した彼女は、その成果もあって彼と婚約中だ。幸せな道を歩み始めている。

「あ！　お姉様！　準備できた？　…………イングリット様！　失礼しました！」

　ユニスの様子を見に来たサーシャが慌てて部屋へと駆け込んできて、イングリットの姿に恐縮する。すると、部屋で準備を手伝ってくれていた母がサーシャを諫めた。

「わぁ……お姉様、綺麗よ！　物凄く綺麗！　これはもうディーングラード様が鼻の下を伸ばすこと間違いなしね」

　母の小言そっちのけでユニスの姿に感動して目を輝かせているサーシャははしゃいでいた。

「あら、ユニスの妹にしては言うわね。まぁ、間違いないでしょうけど」

　それに賛同したイングリットは得意げにフンと笑った。

「それもこれもイングリット様のおかげです。本当にありがとうございます」

「別に私は当然のことをしたまでよ！　王女として国民を救うのは当然でしょ！　お礼を言われるまでもないわ」

　心の底から感謝の気持ちを伝えられてイングリットは照れてそっぽを向く。落ち着いたとはいえまだこの素直になりきれない性格はそのままらしい。

　ユニスの実家は無事借金の返済を終え、以前のように困窮することはなくなった。以前からイングリットの働きかけで補助が検討されていたが、議会で承認されて正式に復興のためのお金が下りたのだ。それで借金を返しさらなる再建のために使われた。堅牢な堤防を造ったおかげで川は増水しても氾濫することなく、災害も起きていない。

　ようやく元の暮らしを取り戻したのだ。

　それによってユニスの夢は再び動き出した。

　でも以前と違うのは夢を追うユニスの側にディーングラードがいることだ。側にいて支えてくれ、そして応援してくれる彼が。

　――――今日はユニスとディーングラードの夢を同時に叶える日。

　夢をふんだんに詰め込んだオーダーメイドの純白のドレスを着て、ディーングラードと結婚する。大聖堂の中で皆に祝福されながら、永遠に愛を誓うのだ。

　花嫁衣裳なので、彼はまだこの姿を目にしたことはない。もちろん事前に知ってしまうと縁起が悪いのでどんなドレスかも知らないのだ。サーシャの言うように鼻の下を伸ばすかは分からないが、『綺麗だ』と言ってほしい。

「そろそろ時間よ」

　母が合図をする。

　バージンロードのエスコートをする兄がユニスの花嫁衣裳を見て号泣していて大変だったが、ようやく涙を抑えた彼は立派にその役目を果たしてくれた。

　大聖堂の扉が開かれ、目の前には深紅の天鵞絨の絨毯。真っ直ぐにバージンロードが続いていき、その先に緊張の面持ちのディーングラードがいる。

　厳かに流れるパイプオルガンの音は静謐に包まれる会場に響き渡り、その足取りを彩る。

　一歩ずつ進むたびに近づいてくる愛おしい人。ユニスはただ彼だけを見つめていた。

　目の前までやってきたユニスを、愛おしそうに見つめる彼が言う。

「――――綺麗だ」

　ユニスはこの上ない幸福に、微笑んだ。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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